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2024 年度（令和６年度）事業計画の進捗・達成状況 

本学園では、令和５年 12 月に策定した「学校法人日本赤十字学園の 2040 年に向けたグランド

デザイン」に掲げる目標の達成に向けて、令和６年度からの５年間を基盤作りのための期間とし

て位置付け、第四次中期計画を策定した。この中期計画の初年度となった令和６年度の事業計画

は、二部構成となっており、前半は学園全体で目指す計画を２つに分けて掲げ、①学園の協働プ

ロジェクトとして目指す計画及び②各大学が教育共同体として目指す計画、後半は各大学の個別

の計画である。 

令和６年度の事業計画の進捗・達成状況については、計画の項目ごとに次に掲げるＡ～Ｃの３

段階の評点で自己点検評価を行い、これを以下のとおり取り纏めた。 

Ａ： 計画を超えて又は計画どおり達成 

Ｂ： 一部達成し、2025年度に継続検討 

Ｃ： 全て未達成 

令和６年度の評価結果を踏まえ、令和７年度の事業計画についても引き続き法人本部と各大学

が連携して、全力で取り組んでいく。 

１ 学園の協働プロジェクトとして目指す計画 

① 各大学の経営分析等による安定した組織運営

ア 学園に総合経営会議（仮称）を設置し、各大学の経営状況を把握・分析し、必要な経営改善策

を検討する。【Ｂ】

イ 総合経営会議（仮称）は、学園全体の経営改善に繋がる取り組みについて検討する。【Ｂ】

ウ 各大学は、経営状況を分析し、総合経営会議（仮称）に報告する。【Ｂ】

エ 各大学が協働した教職員の大学運営に関する資質向上のための研修について検討する。【Ｂ】

② 赤十字の看護や救護等を探究する「赤十字学」の構築

ア 協働プロジェクトチームを設置し、「赤十字学」の構築に向けた今後の進め方について検討す

るとともに、一部取り組みを実施する。【Ａ】

イ 協働プロジェクト実施にあたり、日本赤十字社の各施設並びに学園の各大学及び日本赤十字国

際人道研究センター等との連携体制を検討する。【Ａ】

ウ 日本赤十字看護大学及び日本赤十字豊田看護大学が所蔵・保管する看護・救護等に関する歴史

的史料のデジタルアーカイブ化を推進する。【Ａ】

③ 大学を越えた新たな研究の仕組みの構築と看護学研究の推進

ア 研究を実践・教育に活用するため、研究寄付講座や共同研究プラットフォームの新たな仕組み

について検討する。【Ａ】

イ ６大学が共同して、赤十字学を中心とした看護学研究を推進するための方策を検討する。【Ａ】

④ 赤十字看護系大学間の国際交流の展開

ア ６大学が協働して行う国際交流事業のあり方について検討する。【Ａ】

イ 海外の赤十字看護系大学に対して、６大学と学生及び教員の国際交流を行うことの理解を得る。

【Ａ】 

⑤ 赤十字の特色を生かした入試制度の構築

ア 赤十字の特色を生かした初めての「赤十字６看護大学連携併願選抜」の実施状況を分析

し、課題について検討する。【Ａ】
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２ 各大学が教育共同体として目指す計画 

① 赤十字大学が積み上げてきた実践知を基盤とした教育の新たなシステムの構築 

ア ６大学が相互に共同に活用できる授業科目について検討する。【Ａ】 

イ ６大学が授業科目を相互利用できる教育システムについて検討する。【Ａ】 

ウ クロスアポイントメント制度の導入に向けて検討する。【Ｂ】 

エ ６大学共同による看護実践能力の効果的な教育・評価システムの構築について検討する。                            

【Ａ】 

オ 領域別実習前及び卒業時に到達すべき赤十字看護実践能力基準の開発に向けて検討する。 

                        【Ａ】 

カ 教育・評価システムに基づく教育評価（OSCE:客観的臨床能力試験）の導入に向けて検討する。

【Ａ】 

② 赤十字病院との連携を推進することによる６大学の看護教育力のさらなる飛躍 

ア 赤十字の教育共同体を通して、人道思想に基づいた高い看護実践能力を持つ専門家を育成する

ための、基礎から継続教育への移行の時期を含めた切れ目のない生涯教育プログラムについて

検討する。【Ａ】 

イ 赤十字の理念に基づく看護の理解者・実践者として、赤十字に貢献し、牽引する役割を果たせ

る人材育成に向けて、赤十字の教育共同体を活性化する方策について検討する。【Ａ】 

ウ 赤十字の教育共同体を活用し、実践と教育を繋ぐ効果的な相互交流（クロスアポイントメント

制度等の推進、臨床教員制度の強化、教員の実践力を高める研修・専門実践制度等）などにより

教育・実践・研究の循環システムの構築に向けて検討する。【Ｂ】 

③ DX 推進による共同で利用可能な教育環境の整備 

ア Society5.0 の社会が急速に進む中、学園全体の教育 DX 推進計画を策定する。【Ａ】 

イ 各大学が連携して教育環境基盤を整備し、教育の質の向上に繋げる。【Ａ】 

ウ 学部・大学院の教育課程の授業科目や専門看護師制度（CNS）等の資格取得に必要な授業科目

における ICT の活用方策について検討する。【Ａ】 

エ 教育の ICT 基盤の共同利用、デジタル教育コンテンツの開発・提供並びに学生・教員の情報

活用能力の向上等を目的とした６大学共同の教育 DX 実践総合センター（仮称）のあり方につ

いて検討する。【Ａ】 

④ SDGs のゴールを目指した取り組みの推進 

ア SDGs が示すゴールのうちから大学運営の様々な場面において目指すべき事項を選択し、６大

学の共同による具体的な取り組みについて検討する。【Ｂ】 

 

３ 各大学の事業計画 

（１）日本赤十字北海道看護大学 

① 理念・目的 

ア 大学の理念に基づき入学者受入の方針（AP）、教育課程編成・実施の方針（CP）及び卒

業認定・学位授与の方針（DP）について、早期に課題を把握し運用する。【Ａ】 

イ 大学の理念・目的をコンパクトに伝えるロゴや図式について検討する。【Ｂ】 
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ウ 入学式等の機会を利用して、大学の理念・目的について、教職員及び学生に対して繰

り返し明確に伝える。【Ｂ】 

エ 大学の中・長期計画その他の諸施策を明確に設定する。【Ａ】 

オ 全教職員のメール署名欄に共通の文言（理念等）を記載する。【Ｂ】 

② 内部質保証 

ア 内部質保証システムを規程等に基づき明示し、全学的な体制を整備する。【Ａ】 

イ 内部質保証システムに基づく PDCA サイクルが転回しているかについて年２回確認す

る。【Ｂ】 

ウ 年度末に確認結果をホームページに公表する。【Ａ】 

エ 内部質保証システム、全学的な体制、AP、CP、DP及び関連規程について、その適切性・

妥当性を点検・評価し、改善・向上に向けて取り組む。【Ｂ】 

オ 内部質保証システムの充実のため、FD及び SDの推進を図る。【Ａ】 

カ IR室の分析データを入試戦略等で活用する。【Ａ】 

③ 教育研究組織 

ア 大学の理念・目的に照らして、教育研究組織の現状について評価し、新たな組織のあ

り方について検討する。【Ａ】 

イ 本学教員の学問的特性を地域貢献に生かすため、出前公開講座の対象地域を北海道全

域に拡大する。【Ａ】 

ウ 学生の海外研修を再開するとともに、JICAなどで得た国際交流を更に発展させる。【Ａ】 

④ 教育課程・学習成果 

   ア APに則して、CP評価を実施し、教育課程に関する課題を明確にする。【Ａ】 

イ 明確になった課題については、教務委員会及びカリキュラム検討委員会で共有し、必

要な対策を検討する。【Ａ】 

ウ 明確になった課題のうち重要な事項は教職員全体で共有し、必要に応じて FD・SDで検

討する。【Ａ】 

エ 2025年度からの電子教科書の導入に向けて、学生の学習が効果的に進むよう、教員が

その準備研修を行う。【Ａ】 

オ 学生の学修到達度を測る指標としての GPAを進級判定に用いる。【Ａ】 

カ 成績通知表及び成績証明書に、GPAを記載する。【Ａ】 

キ 学生の臨床場面において、適切な対応や判断能力をもっているかを確認するための臨

床能力評価基準を検討する。【Ａ】 

ク 学生の研究の質を保証するための評価基準について検討する。【Ａ】 

ケ DP評価結果のカリキュラム検討委員会へのフィードバック体制を充実させる。【Ａ】 

コ 教育課程全体の評価・点検を実施し、必要な改善・向上に取り組む。【Ａ】 

サ 外部有識者による運営懇話会及び教育病院運営協議会において、必要に応じて教育の

質やカリキュラム内容に関するアドバイスや提案を受ける。【Ａ】 
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シ 学生に対するポートフォリオシステムの導入とポートフォリオを用いた評価基準を策

定する。【Ｂ】 

ス ICTを活用した多様な学習形態を開発・実施するとともに、実施した学習形態の効果や

適切性を事業計画で定期的に評価する。【Ｂ】 

セ 多様な学習形態に適応できない学生に対する学習支援体制を強化する。【Ａ】 

ソ ICT を有効的に活用するため、教員に対する多様な情報通信機器の使用方法等に関す

る支援体制を構築する。【Ａ】 

⑤ 学生の受け入れ 

   ア 例年実施しているホームページやパンフレット、進学相談会等の入試広報活動に加え、

道内赤十字病院が開催する赤十字フェスタへの参加や出張オープンキャンパスの開催を

通して大学の認知度を高める。【Ａ】 

イ 総合型選抜の導入に向け、本学に適した選抜方法を検討し構築する。【Ａ】 

ウ 大阪開催の進学相談会への参加や近畿ブロックの赤十字支部・施設等を訪問し協力依

頼するなどにより、関西地区の受験生の獲得を図る。【Ａ】 

エ 入試情報に精通した広告代理店等の企業と協働し、定員管理に努める。【Ｂ】 

オ 看護開発センターと協力し、「学校連携出前講座」を活用して、地域の小・中・高生へ

の広報を能動的に行う。【Ａ】 

カ 道内にある赤十字病院と連携し、本学の広報動画を病院内のサイネージ等に掲出する。

【Ａ】 

キ テレビ、新聞等の媒体における本学の露出を促進し、認知度を高める。【Ａ】 

ク 日赤北海道支部が実施する赤十字災害救護訓練等を通じ、赤十字としての大学の意義

を深め、新入生の確保へ繋げる。【Ａ】 

ケ 入学定員の未充足状況を踏まえ、定員割れの是正に向けた施策を重点的に推進する。

具体的には、地域社会や高等学校との連携強化、魅力あるカリキュラムの開発、入試制

度の多様化、広報戦略の見直し等を通じて、志願者数の拡大と適切な入学者の確保を図

る。これにより、持続可能な教育環境の構築と大学の社会的責任の遂行を目指す。【Ｃ】 

⑥ 教員・教員組織 

ア 大学が求める教員像や学部・研究科等の教員組織の編制方針について、新入職教員の

オリエンテーション（４月）時に教職員全員を対象にして周知する。【Ａ】 

イ 教員の募集、採用及び昇任の方針を経営会議で討議し、適切に実施する。【Ａ】 

ウ 高大連携協定校（北見柏陽高校）と FD・SDを合同開催する。（対面又は Zoom。年１～

２回。前期末又は年度末）【Ａ】 

エ 臨地実習指導者との合同研修を開催する。（対面又は Zoom。年１～２回。年度初め又

は実習終了後）【Ａ】 

オ 看護研修会（全国、地域）へ教職員を派遣し、報告会を開催する。（対面。随時）【Ｂ】 
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カ 講師（外部又は内部から）による講演会を開催する。（対面又は Zoom。年１～２回）

【Ａ】 

キ 科研費応募に向けた学内説明会を開催する。（対面。年２回）【Ａ】 

ク AED講習会を開催する。（対面。年１回）【Ａ】 

ケ 教育研究に関する緊急の課題に対応するため、研修会を適宜迅速に開催する。（対面又

は Zoom）【Ａ】 

コ FD・SDの参加者目標は全教職員の 70％以上とし、開催後にアンケートを実施し、今後

の改善点を見つける。【Ａ】 

サ 教員組織の人的な適切性について評価するために、領域長との学長面談（年２回）を

実施し、その結果を基に改善・向上案を策定する。【Ｂ】 

シ 臨床教授制度について、赤十字の教育共同体における臨地実習指導者と教員が学生指

導に関われるシステム（ダブルアポイントメント制度）の構築に向けて意向調査を実施

し、結果を踏まえて制度のあり方を再検討する。【Ｂ】 

⑦ 学生支援 

ア 修学意欲の向上： Wi-Fi環境の改善による学習資材（オンラインソース）へのアクセ

ス度の向上を図る。【Ｂ】 

イ 学内の生活環境の充実： 共用している保健室と学生相談室の分離を検討する。【Ａ】 

ウ 生活支援の充実： インフルエンザワクチンの学内接種に向けて検討し実施する。【Ａ】 

エ その他学生支援に関する方針に基づき、学生支援計画を立案する。【Ｂ】 

⑧ 教育研究等環境 

ア 学習環境を充実するため、教室、図書館及びラーニング・コモンズの活用を促進し、

必要に応じて学生食堂を学習スペースとして有効に活用する。【Ａ】 

イ 教員の教育研究活動を支援するため、領域単位及び領域横断的な研究を推奨し、研究

資金や助成金の応募数・採択数を増加させる。【Ａ】 

ウ 教育研究環境の評価方法を検討する。【Ｂ】 

エ 図書館の蔵書紹介では、館内掲示に加えて、SNS発信を強化するとともに、学生・教職

員による書評を発信する。【Ｂ】 

オ 科学情報リテラシーを醸成するための学生・教職員を対象としたセミナーを定期的に

開催する。（FD・SD委員会と協同）【Ａ】 

カ 学ぶ場としての図書館機能の構築に向けて、ラーニング・コモンズにおいて、教員に

よるショート・スモールセミナーを開催する。【Ａ】 

キ 上記事業の実施により、学生の図書館年間利用者数の５％増を目指す。【Ｂ】 

ク 研究倫理を遵守するための研修会を実施するとともに、APRIN を活用した e ラーニン

グの全員の受講を目指すことで、適正な研究活動を推進する。【Ｂ】 

ケ 電子教科書の円滑な導入に向けて、ネットワーク環境の整備を促進する。【Ｂ】 

コ ランサムウェア対策を始めとした様々な情報セキュリティ事案に対して取り組む。【Ａ】 
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サ 赤十字６大学の連携により、学習管理システム（LMS）等の教育情報環境基盤の充実を

図る。【Ｂ】 

シ 赤十字６大学で共有できる学習教材コンテンツの開発について検討する。【Ｂ】 

ス 各種会議におけるペーパーレス化を実施する。【Ａ】 

セ 教育研究環境について、教員からの意見聴取等を踏まえ、優先度を付けた環境整備の

ための特別教育予算を措置し、実施する。【Ｂ】 

⑨ 社会連携・社会貢献 

ア 例年実施している出前公開講座を積極的に開催していく。【Ａ】 

イ 2022年度から開始した小・中・高生を対象とする学校連携出前講座を積極的に開催し

ていく。この講座では、特に赤十字に関わることや看護についてのテーマを設け、看護

大学への興味関心を高める。【Ａ】 

ウ 市民公開講座（３回シリーズ）及び講演会を開催し、健康や時事問題を取り上げ、教

員の教育研究の成果を社会に還元する。【Ａ】 

エ 看護師として働いていない卒業生のリカレント教育について検討する。【Ｂ】 

オ 地方自治体等との連携による厳冬期災害演習を開催し、参加者の冬期対応能力の向上

を図る。【Ａ】 

カ 北海道ブロック内の 10赤十字病院との間で現任教育に関するサポート体制について

協議し、具体的な体制を立案する。【Ｂ】 

⑩ 大学運営・財務 

ア 北見市との連携を強化し、財務的な支援獲得のための方策について北見市と検討する。

【Ａ】 

イ 北海道北見市にある赤十字の看護大学の魅力を発信する。【Ａ】 

ウ 教員の地方自治体の委員会委員等としての活動状況を把握する。【Ａ】 

エ 経営会議を毎月開催し、適切な大学運営について協議する。【Ａ】 

オ 本学の運営について、IR推進室と連携して客観的に評価し、改善に反映させる。【Ａ】 

カ シネコン・ショッピングモールにおいて小学生及び中学生を対象とした広告の掲出に

より、看護への興味関心を促し将来の入学者の確保に繋げていくことで、安定した財務

基盤を維持する。【Ａ】 

キ 高校生に対しては、従前の入試広報活動に加え、ダイレクトメール等の活用により本

学への関心を促し入学者を確保する。【Ａ】 

ク 高大連携協定校との連携事項において、出張授業や聴講生の受け入れについて継続す

るとともに、新たな取り組みの実施について検討する。【Ａ】 

ケ 高大連携協定における対象校の拡大等、今後の入学者確保のための戦略を検討する。

【Ａ】 

コ 大学ホームページにおける情報公開について、掲載項目の充実に向けて検討する。【Ａ】 

サ 外部有識者で構成される運営懇話会において、大学運営に係る情報を幅広く公開し、
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透明性を高める。【Ａ】 

シ 領域実習施設である北見・置戸・小清水の各赤十字病院及び老年・地域・在宅の各実

習施設に参加を求め、年１回の教育研修会を定例化する。【Ｂ】 

ス 実習指導における困難事例について、実習施設関係者と話し合う機会を持つ。【Ａ】 

セ 病院からの要請に応えて、看護研究支援を随時行う。【Ａ】 

ソ 外部資金獲得のための戦略について評価するとともに、強化に向けて取り組む。【Ｂ】 

タ 全教員に対する外部資金獲得率の上昇を目指す。（全教員の 30％が獲得）【Ａ】 

チ 年間の外部資金獲得額の増加を目指す。（前年度比 10％増）【Ａ】 

ツ 若手研究者のための科研費申請支援事業として、メンター制度を実施する。【Ｂ】 

テ 学長通信を経営会議後に毎回メール等で発信し、学長の方針を教職員に周知・共有す

る。【Ａ】 

ト キャンパスハラスメント防止に関するパンフレットを作成し、学生及び教職員に周知

する。【Ａ】 

ナ 新任の教職員を対象に、ハラスメント防止に関する研修会を開催する。【Ａ】 

二 キャンパス・ハラスメント防止対策委員会とキャンパス・ハラスメント相談員との連

携を密にし、キャンパス・ハラスメントの防止に努める。【Ｂ】 

ヌ キャンパス・ハラスメントに起因する問題が発生した時には、関係規程に則り迅速に

対処する。【Ａ】 

ネ ２か月ごとに労働安全衛生委員会による職場巡視を行い、キャンパス内の環境状況を

点検し、安心・安全な職場環境を維持する。【Ａ】 

ノ 外部が実施するキャンパス・ハラスメント防止や健康管理に関する研修会に関係する

教職員が参加し、情報収集及び委員の資質向上を図る。【Ａ】 

ハ 教職員のハラスメント防止や健康管理への意識向上を目指し、外部講師を招き、FD・

SDを開催する。【Ａ】 

ヒ 水銀灯の生産終了に伴い、学内照明機器の LED化工事を推進する。【Ａ】 

フ 機械警備システムにおけるネットワークカメラのクラウド移行を実施する。【Ａ】 

へ 電子教科書及びペーパーレス会議システムの導入に向けて、学内無線 LAN 環境の増強

を図る。【Ａ】 

 

（２）日本赤十字秋田看護大学 

① 理念・目的 

ア 大学の建学の精神と教育理念に基づき制定された入学者受入れの方針(AP)、教育課程

編成・実施の方針(CP) 及び卒業認定・学位授与の方針(DP)が連関し運用されているかを

検証し、不断なく見直していく。【Ａ】 

イ 全教職員会議において本学の経営状況の報告を行い、教職員の経営意識の醸成、共有

化を図る。【Ａ】 
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ウ 秋田キャンパスのグランドデザインを公表するとともに、地域の関係機関・団体に周

知する。【Ａ】 

② 内部質保証 

ア 新たな自己点検方式を導入し、点検を行う。【Ａ】 

イ 自己点検・評価シートを作成する。【Ｂ】 

ウ 経営会議は、全学の PDCAサイクルの実施状況を検証し、改善に向け、各委員会等に指

示等を行う。【Ａ】 

エ 内部質保証システム、全学的な体制、AP、CP及び DP、関連規程について、その適切性・

妥当性を点検・評価し、改善・向上に向けて取り組む。【Ａ】 

オ 組織的かつ多面的な FD 及び SD 活動の実施に向けて、教育の質保証に関する全学的な

ニーズを把握し、委員会組織を越えた自由度の高い研修会の共同での開催を推進する。

【Ａ】 

カ 全教職員それぞれが抱える問題点を踏まえ、年度ごとに体系的な FD・SD を実施する。

【Ａ】 

キ SD研修会において、財務や運営、大学改革及び学生確保に向けた方策等大学の経営的

な視点から研修を実施し、持続可能性の観点から本学の教職員が目指すべき方向性を共

有する。【Ａ】 

ク IR推進室は、定期的な IRデータの収集、管理及び分析の依頼に対応する。【Ａ】 

③ 教育研究組織 

ア 本学の理念・目的に照らして、組織体制の見直しを実施する。【Ａ】 

イ 地域共生センター（仮称）の基本構想の検討を開始する。【Ａ】 

ウ 教学マネジメント会議の運営において、IR情報を活用した教育研究活動の検証をする。 

 【Ａ】 

エ 教学マネジメント会議の運営において、アセスメントプランを踏まえた DP、CP及び AP

の適切性に係る検証をする。【Ａ】 

オ 教育指導の実践・結果・評価の有機的な展開に向けて、FD・SD研修の評価事業を企画

し、運営する。【Ａ】 

④ 教育課程・学習成果 

ア 本学の理念・目的を実現するため、体系的・組織的な教育課程の編成を検討する。【Ａ】 

イ 教育課程を評価し、改善する。【Ａ】 

ウ ICTを活用した授業の実態とその効果を検証する。【Ｂ】 

エ IPEの実態とその効果を検証する。【Ａ】 

オ 現行カリキュラムを評価し、グローバルに活躍できる人材育成を検討する。【Ｂ】 

カ 現行カリキュラムを評価し、赤十字科目等について検討する。【Ｂ】 

キ 赤十字関連科目の単位を全て取得し、赤十字教育委員会が定めた活動の参加状況を点

数化し、一定の点数に達した学生を表彰する。【Ｂ】 
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ク 国内外の人道危機等に関する講演会を実施する。【Ａ】 

ケ 災害看護学等の科目と連携し、全学的に災害救護訓練を実施する。【Ａ】 

コ 国際活動豊富な講師による講話を聴いたり、レイド・クロス等を用いて赤十字の基本

原則に基づいた行動規範を学ぶ。【Ａ】 

サ 学生がイタリア・スイスを訪問し、赤十字に関連した史跡、ICRCや IFRCの本部をはじ

めとした国際機関等を視察する。【Ｃ】 

シ オーストラリア又は北米で英語の語学研修を実施する。【Ｂ】 

ス 春と冬にキャンプを通して、防災・減災の知識とスキルを学ぶ。【Ａ】 

セ 学生の学習を活性化し、学修者本位の効果的な教育を行うための様々な措置を講じ、

成績評価、単位認定及び学位授与を適切に行う。【Ａ】 

ソ 2023年度創設の履修証明プログラムをスムーズに運用開始する。【Ｂ】 

タ DPに示した学生の学習成果を適切に把握し評価する。【Ａ】 

チ GPA制度を活用した学習成果の修得状況と関連する影響要因を考察する。【Ｂ】 

ツ 授業評価アンケート回収率向上に向けたアナウンスとシステム上の改善を図る。【Ａ】 

テ ディプロマ・サプリメントを運用する。【Ａ】 

ト 教学マネジメント会議の検討を踏まえた「学習成果の可視化」に関する系統立てた研

修を、引き続き行う。【Ａ】 

ナ 学生自身の学修の振り返りの促進及び授業改善の促進を図るために、教員自身による

授業の達成状況を点検・改善するツールとして導入したティーチング・ポートフォリオ

(TP)を、引き続き活用していく。【Ｂ】 

ニ 「外部有識者会議」において聴取した意見を、大学運営に反映する仕組み作りに着手

する。【Ａ】 

ヌ FD・SDにおいて、アクティブラーニングの共通理解を深める。【Ａ】 

ネ 現行カリキュラムを評価し、遠隔授業システム及び e-ラーニング教材について検討す

る。【Ｂ】 

ノ それぞれの授業科目に遠隔授業を取り入れるよう働きかけを行う。【Ａ】 

ハ 研究科と学部の教務委員会が連携し、生成 AI の教育への活用に関する情報収集を行

う。【Ｂ】 

ヒ 教員にシラバス記載要領を説明し、それぞれのシラバスを確認する。【Ｂ】 

⑤ 学生の受け入れ 

ア 本学の理念・目的を実現するため、APを適切に公表する。【Ａ】 

イ IR分析による検証を行い、入学者選抜制度の妥当性を点検し、結果を教授会及び経営

会議に報告する。【Ｂ】 

ウ 入学定員に対して入学者を適正に確保するとともに、在籍学生数を収容定員に基づき

適正に管理する。【Ａ】 

エ 広報戦略検討部会の検討内容を整理する。【Ｃ】 
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オ オープンキャンパスを開催する。【Ａ】 

カ 県内外の高校ガイダンス等へ参加する。【Ａ】 

キ 県内外への高校訪問を実施する。【Ａ】 

ク 現高大連携協定校との連携事業を実施する。【Ａ】 

ケ 高大連携校を検討・決定する。【Ｂ】 

コ 秋田県内の高校教諭を対象とした説明会を開催する。【Ａ】 

サ 秋田県内の中学校・高校の生徒を対象とした学校見学会を開催する。【Ａ】 

シ 現職看護師に関し、研究指導教員等から情報を収集し、訪問先施設を精査し、より確

実な大学院の学生確保に繋げる。【Ｂ】 

ス 学部生対象の大学院説明会の開催で、大学院進学の意識づけ及び大学院受験へ誘引を

する。【Ａ】 

⑥ 教員・教員組織 

ア 教員及び事務職員の配置計画の策定作業を開始する。【Ｂ】 

イ 組織的かつ多面的な FD 及び SD 活動の実施に向けて、教育の質保証に関する全学的な

ニーズを把握し、委員会組織を越えた自由度の高い研修会の共同での開催を推進する。

【再掲】【Ａ】 

ウ 全教職員それぞれが抱える問題点を踏まえ、年度ごとに体系的な FD・SD を実施する。

【再掲】【Ａ】 

エ SD研修会において、財務や運営、大学改革及び学生確保に向けた方策等大学の経営的

な視点から研修を実施し、持続可能性の観点から本学の教職員が目指すべき方向性を共

有する。【再掲】【Ａ】 

オ TP作成要領見直しの検討会議を開催する。【Ａ】 

カ TP作成・活用に関する研修を開催する。【Ａ】 

キ TPの作成を推進する。【Ａ】 

ク ティーチング・アシスタント制度に関する具体的検討をする。【Ａ】 

ケ 教員組織の適切性について定期的に点検・評価を行い、その結果を基に改善・向上に

向けて取り組む。【Ａ】 

  ⑦ 学生支援 

ア 本学の理念・目的を実現するため、学生支援に関する方針を明示し、修学支援、生活

支援、進路支援等学生支援を適切に行う。【Ａ】 

イ 学修支援の一助として、大学独自の給付型奨学金制度等の導入可否について検討を開

始する。【Ｂ】 

ウ 教務委員会において、特待生制度の実態と効果を検証する。【Ａ】 

エ 学習環境の整備計画策定のため、動向及びニーズ調査（サークル等へのインタビュー、

他大学の取組の情報収集と個人情報の取扱いの取り決め等）。【Ｂ】 

オ 学生生活支援のニーズの把握のため、アンケート調査を実施する。【Ｂ】 
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カ 特別研究・課題研究に対する早期取り掛かりを勧め、能力に応じた時間をかけた支援

が可能となるように働きかける。【Ｂ】 

キ 学習環境整備(施設・設備、学習・情報資源)と学生支援に関する検証と整備要望の取

りまとめを行う。 【Ａ】                  

ク 大学院生からの進路相談に適切に対応し、希望に応じて、履歴書の添削や面接練習も

行う。【Ａ】 

ケ 合同就職説明会に秋田県内の医療機関を招聘する。【Ａ】 

コ 学生支援の支援状況を把握し課題を抽出する。【Ａ】 

サ 他大学の学生支援に関する業務内容を調査する。【Ｂ】 

シ 本学における学生支援アドバイザー業務ガイドラインの試案を作成する。【Ｂ】 

ス 国や自治体、医療施設等の奨学金制度について情報収集する。【Ｂ】 

セ 進路ガイダンスとして、外部事業者によるキャリア支援のための講座を開催する。【Ｂ】 

ソ 合同就職説明会を開催する。【Ａ】 

タ 社会情勢の変化に応じて、「進路の手引き」を改訂する。【Ａ】 

チ 合同就職説明会に赤十字関連施設を招聘する。【Ａ】 

ツ 学友会について、新旧役員間の円滑な引継ぎを行い、組織を改編するなどにより、年

度早期に総会を開催し、事業実施に繋げる。【Ａ】 

テ 学園祭や学生交流イベントを開催する。【Ａ】 

ト 既存サークル活動を充実させ、新規サークル活動を支援する。【Ａ】 

ナ 養護教諭一種課程卒業生の会の名簿作成に着手する。【Ａ】 

ニ 入学案内書類に同窓会資料を同封するとともに、会員から同窓会費を徴収する。【Ａ】 

ヌ 同窓会と学部・学科が合同で連携会議を定期的に開催する。【Ａ】 

ネ 地域の様々な災害等に対する学生ボランティア活動を行うために赤十字防災ボランテ

ィア・ステーションを運営する。【Ａ】       

ノ 教職員が日本赤十字社の救急法救急員研修を受講する際の費用を補助する。【Ｂ】 

  ⑧ 教育研究等環境 

   ア 本学の理念・目的を実現し、学生の学習及び教員による教育研究活動を十分に行うこ

とができるよう、教育研究等環境の整備に関する方針を策定・明示する。【Ａ】 

イ 外部資金獲得支援に係る研修会（動画講座、オンライン研修）を開催するとともに、

科研費申請レビューを支援する。【Ａ】 

ウ 教員に研究助成の公募について周知するとともに、研究助成応募へのインセンティブ

について検討する。【Ｂ】 

エ よろずカフェを開催する。【Ａ】 

オ 紀要の発刊、投稿数の増加に向けたニーズ調査を行う。【Ｂ】 

カ 教育研究環境に関する整備計画を策定する。【Ａ】 
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キ 防災訓練や安否確認訓練を行う。【Ａ】 

ク 各種管理マニュアルを点検し、必要な改正を行う。【Ａ】 

ケ 学習環境整備(施設・設備、学習・情報資源)と学生支援に関する検証と整備要望の取

りまとめを行う。【再掲】【Ａ】 

コ 図書館、学術情報サービスを提供するための体制を整備し、教育研究活動の促進を図

る。【Ａ】 

サ 著作権利用に関する研修会を開催する。【Ｂ】 

シ 研究不正防止に関する研修会を開催する。【Ａ】 

ス 研究倫理教育を行う。【Ａ】 

セ 個人研究費等の執行手続きの見直しを実施する。【Ｂ】 

ソ 学内各種提供サービスの実態を把握する。【Ｂ】 

タ 新たにインシデント個別対応マニュアル作成にあたり、本学の既存の CSIRT との整合

性を整理する。【Ｂ】 

チ 現在、学内で運用しているシステムの状態を把握する。【Ｂ】 

ツ 教職員向け情報セキュリティ研修会を開催する。【Ａ】 

テ 経営会議は、教育研究等環境の適切性について定期的に点検・評価を行うとともに、

その結果を基に改善・向上に向けて取り組みを関係委員会に指示する。【Ａ】 

  ⑨ 社会連携・社会貢献 

   ア 本学の理念・目的を実現するため、社会連携・社会貢献に関する方針を策定し明示す

る。【Ａ】 

イ 高等教育セミナーを実施する。【Ａ】 

ウ 単位互換授業を実施する。【Ｂ】 

エ 大学コンソーシアムあきたが実施する高等教育セミナーに参画するとともに、単位互

換協定締結大学に向けた単位互換授業を提供する。【Ｂ】 

オ 高大連携協定締結校に対する授業を行う。【Ｂ】 

カ 秋田赤十字病院研究班への指導・助言（５～12月)を行うとともに、研究支援に関する

病院側のニーズを調査する。【Ａ】 

キ 地域課題に研究に関するニーズ調査を行う（研究手法に関する勉強会・プロジェクト

編成・研究スキル等）。【Ｂ】 

ク 地域医療や防災等に関する公開講座を開催する。【Ａ】 

ケ 地域課題に関し、ニーズ把握や学外団体との連携を図る。【Ｂ】 

コ 秋田県内の赤十字施設と協力して、子どもたちが各施設の職業を体験する。【Ａ】 

サ 秋田県内の企業・自治体等と連携し、防災に関するフェス実施の準備をする。【Ａ】 

シ 行政機関等との連携事業（受託事業、共同研究等）を行う。【Ａ】 

ス 要望に応じて、学内施設やグラウンド等を積極的に開放し、地域との連携強化に努め
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る。【Ａ】 

セ 専門分野の知見を活かし、自治体や各種団体等の外部委員や講師として積極的に教員

等を派遣する。【Ａ】 

ソ 行政機関、各種団体及び企業との連携を積極的に進め、連携協定を締結する。【Ａ】 

タ 県内の中学校・高校へ出前授業の案内を通知する。【Ａ】 

チ 現行カリキュラムを評価し、リカレント教育プログラムを検討する。【Ｂ】 

  ⑩ 大学運営・財務 

ア 本学の理念・目的を実現し、大学の機能を円滑かつ十分に発揮するため、大学の運営

に関わる方針を明確にする。【Ａ】 

イ 私立大学等改革総合支援事業の各項目について、自己採点を踏まえ、対応方針を決定

し、関係する委員会等に指示する。【Ａ】 

ウ 大学の名称変更に伴い、プロジェクト計画を策定し、関係機関及び社会への周知及び

関係事業等を実施する。【Ａ】 

エ 「付随事業」の見直しを実施する。【Ｂ】 

オ 寄付を受け付ける。【Ｃ】 

カ 受託事業を受け入れる。【Ｃ】 

キ 大学のガバナンス・コードを点検・評価し、 結果を公表する。【Ａ】 

ク 日本赤十字社秋田県支部との人事交流を実施するとともに、日本赤十字社及び日本赤

十字学園主催の研修に教職員を派遣する。【Ａ】 

ケ 大学・短大の組織体制を見直す。【Ａ】 

コ 全教職員会議において本学の経営状況の報告を行い、教職員の経営意識の醸成、共有

化を図る。【再掲】【Ａ】 

サ ハラスメント防止対策に関する意識の啓発・向上を図るため、全教職員対象の研修会

を開催する。【Ａ】 

シ 事務職員の時間外労働の削減に努める。【Ａ】 

ス 教職員の年次有給休暇取得日数の向上に努める。【Ａ】 

セ 施設・大型設備にかかる整備計画を策定する。【Ａ】 

ソ 省エネルギー・再生可能エネルギーに配慮した設備更新を行う。【Ｂ】 

 

（３）日本赤十字看護大学 

① 理念・目的 

   ア 各学部・研究科のカリキュラムのアセスメントプランに基づき教育評価を着実に実施

するとともに、大学の教育理念、目的と AP、CP 及び DP との適切性を随時確認して教育

課程を運用する。【Ａ】 

イ 看護学部は、今年度から開始する新カリキュラムにおいて大きな変更点となった「看護

学導入実習Ⅰ」について円滑に実施する。また、教員配置等の運用面、学生の目標達成
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度等について振り返り検証し、次年度の改善に繋げていく。さらに、１年次から半期 GPA

を算出して学生への指導に活用することにより、目標の達成に繋げる。【Ａ】 

ウ さいたま看護学部では、第２次カリキュラムを適切に運用すると同時に、第３次カリキ

ュラム改正に向けての検討を進め、改正時期を決定する。【Ａ】 

エ 大学院（修士・博士課程）では、2025年度開始予定のカリキュラム改正のための手続き

を適切に実施する。【Ａ】 

オ 大学の理念・目的、学園の 2040年グランドデザイン、第四次中期計画及び 2024年度事

業計画について、４月のガイダンスにおいて学生に説明するとともに、2024年度版の学

生便覧及びホームページに掲載する。【Ａ】 

カ 上記の広報媒体及び教授会、ガイダンス等を通して、学生、教職員に、大学の理念・目

的、中長期の計画、2024年度事業計画等を周知する。【Ａ】 

キ 大学の理念・目的を実現するため、策定した学園の 2040 年グランドデザイン、第四次

中期計画及び 2024年度事業計画をホームページで配信し社会に周知を図るとともに、教

授会等で教職員へ周知する。【Ａ】 

② 内部質保証 

 ア 全学自己点検・評価会議の運営、開催回数、会議用資料の内容を検証、改善するとと

もに、PDCA サイクルが効率的に機能するための新たな運営体制として整備し運営する。 

    【Ａ】 

イ 内部質保証のための大学全体及び両学部の会議、委員会等の運営体制・方法並びに関連

規程を教学マネジメント会議及び経営会議で検証するとともに、検証結果を踏まえてよ

り効果的な運営体制・方法を目指して必要な変更を行う。併せて、大学院及び各センタ

ー等についても、同様の検証等を行う。【Ａ】 

ウ 上記の検証及び運営体制等の変更に即して、関連規程の改正を適切に実施し、学内周知

を図る。【Ａ】 

エ 内部質保証におけるガバナンス体制を整備し、強化を図る。【Ａ】 

オ 内部質保証のための各会議体制及び関連規程について、教学マネジメント会議、経営会

議で検証し、より効果的な運営方法を目指して会議運営体制を改善する。【Ａ】 

カ 教育評価アンケート、授業改善アンケート及びアセスメントの指標で定めたデータ等に

基づく IR 分析からの結果並びに教育課程に関する学生や就職先施設等外部との意見交

換会を踏まえて、教育の質の保証及び向上に向けて取り組む。また、分析結果や具体に

取り組んだことをホームページに掲載し、社会に公表する。【Ａ】 

キ 大学の基本情報及び自己点検評価報告書等をホームページで積極的に社会に公表する。

【Ａ】 

ク 自己点検評価報告書の編集方針を変更し、分かりやすく簡潔な報告書を目指す。 

【Ａ】 

ケ 2023年度年報をホームページに掲載することで、社会に対する説明責任を果たす。 

【Ａ】 
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コ 外部評価委員会を開催し、質の保証と改善に係る意見等を適切に反映させる。【Ａ】 

サ 各学部・研究科のカリキュラムの運用状況に基づき適切に教育評価を行うとともに、教

育理念と各カリキュラムとの連関性を教学マネジメント会議で随時確認して理念に沿っ

た教育を実施する。【Ａ】 

シ 看護学部は、今年度から開始する新カリキュラムにおいて大きな変更点となった「看護

学導入実習Ⅰ」について円滑に実施する。また、教員配置等の運用面、学生の目標達成

度等について振り返り検証し、次年度の改善に繋げていく。さらに、１年次から半期 GPA

を算出して学生への指導に活用することにより、目標の達成に繋げる。（再掲）【Ａ】 

ス さいたま看護学部では、第２次カリキュラムを適切に運用すると同時に、第３次カリキ

ュラム改正に向けての検討を進め、改正時期を決定する。（再掲）【Ａ】 

セ 大学院（修士・博士課程）は、2025年度開始予定の新カリキュラムにおいて、CP、DP及

び関連規程の妥当性、適切性について検討する。【Ａ】 

ソ 大学院（修士・博士課程）で予定するカリキュラム改正のための手続きを適

切に実施する。また、新カリキュラム開始後に速やかに教育評価を行うため

の指標を検討する。 

【Ａ】 

タ 入学者選抜試験管理会議を中心に、AP 及び入学者選抜試験体制等の検証を行い、2025

年度から実施予定の総合型選抜入試等も含めた入学者選抜試験が厳密かつ公平に実施で

きるよう AP等を検討する。【Ａ】 

チ 自己点検評価会議を中心に、内部質保証システムが適切に機能しているか検

証する。【Ａ】 

ツ 教員の教育能力の向上のため、ポートフォリオや授業改善のための FD、あるいはガバナ

ンス強化のための SDを企画・実施するとともに、FD・SDマップを整備する。【Ａ】 

テ ティーチング・ポートフォリオ（TP）を適切に運用する。【Ａ】 

ト 職員の資質向上及びガバナンス機能強化を目標に掲げ、職員を対象とした SD 研修を実

施するとともに、赤十字本社・支部及び外部の研修等を活用する。 【Ａ】 

③ 教育研究組織 

ア 大学の理念、目的に照らして、２学部、研究科及び各センターの組織体制の検証を行い、

課題を抽出する。 【Ａ】 

イ 地域連携・フロンティアセンターは、広尾キャンパス、大宮キャンパスでの活動を意図

してセンターの組織体制と運用の改善を図る。【Ａ】 

ウ 大学全体の機能が有効に果たせるための組織の改善課題を検討する。 【Ａ】 

エ 災害救護研究所の組織体制について、現行の組織及び人員配置等を検証する。【Ａ】 

オ 看護学部は、新カリキュラムの教育課程の変更に伴い、教育研究組織を改編

する。【Ａ】 

カ 2025年度からの大学院の教育課程の変更に伴い、教育研究組織の検討を行う。【Ａ】 

④ 教育課程・学習成果 
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ア 看護学部は、新カリキュラム導入１年目のため、DP及び CPに基づく新たな指標による

教育評価を開始し、必要なデータの蓄積・検証に努める。 【Ａ】 

イ さいたま看護学部は、第３次カリキュラムの検討に合わせて、新たな DP及び CPの策定

も視野に入れた検討を進める。【Ａ】 

ウ 看護学研究科は、2025 年度に開始する新カリキュラムの DP 及び CP に基づく教育評価

の準備を進める。【Ａ】 

エ 看護学部は、今年度から開始する新カリキュラムの DP及び CPをホームページや大学案

内等で公表する。【Ａ】 

オ 看護学部は、新カリキュラムを適切に運用するとともに、新カリ１年次学生

を対象に年２回（前・後期）の単位認定を実施し、半期 GPA による学修指導

を適切に実施する。【Ａ】 

カ 両学部は、規定の授業回数を適切かつ効果的に実施するために対面授業を原則としつつ、

オンデマンド等 ICT を活用した教育にも取り組み、成績評価、単位認定及び学位授与を

適正に実施する。【Ａ】 

キ 看護学研究科は、規定の授業回数を確保するとともに、対面・遠隔等の授業

を組み合わせながら適切に教育を行い、成績評価、単位認定及び学位授与を

適正に実施する。【Ａ】 

ク 両学部・研究科は、APに定めた指標に基づく評価を実施する。また、IR分析等と連動

し、APの評価指標等を適宜見直す。 【Ａ】 

ケ 各教務委員会は、APに基づくデータを根拠として教育課程・内容・方法について点検・

評価を行い、教学マネジメント会議の意見を聴いてその改善計画を策定する。また、これ

らの取り組みを自己点検・評価会議で協議し、必要な改善を行うことで教学の PDCAサイ

クルを機能させる。【Ａ】 

コ 学識者や渋谷区保健所職員等から構成する外部評価委員会及び就職先等施設との意見

交換会を開催し、それぞれの協議内容を前者は経営会議、後者は教学マネジメント会議

等で共有することを PDCAサイクルに組み込む。 【Ａ】 

サ 看護学部では、今年度から新カリキュラムの運用を開始し、教育評価に伴う検証を行

う。 【Ａ】 

シ さいたま看護学部では、現行カリキュラムの検証と同時に今年度導入の第２次カリキ

ュラムの運用を適切に行う。【Ａ】 

ス 全教育課程において、学生個々への丁寧な対応を継続しつつ、学生が自己の行動に責

任を持ち、能動的な姿勢を育むための教育を推進する。【Ａ】 

セ 両学部は、ポートフォリオを学生に周知するとともに、担任との面談での活用などに

より、学生自らが活用を進めるような制度的な取り組みを推進する。【Ａ】 

ソ 看護学研究科は、研究計画及び論文作成過程と連動したポートフォリオの取り組みを

継続し、さらなる活用の推進に努める。 【Ａ】 

タ 各学部・研究科では、学生との意見交換会を定期的に開催し、教育の質の向上のため

の検討の材料とする。 【Ａ】 
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チ 学園が推進する教育情報環境基盤整備事業における情報環境整備計画及び学園全体の

教育 DX推進計画の検討状況を踏まえて、「日本赤十字看護大学 DX推進基本計画（仮称）」

の策定に向けた検討を開始する。 【Ａ】 

ツ ICTの活用、AI使用等に関する大学の方針を検証し運用する。【Ａ】 

 

⑤ 学生の受け入れ 

 ア 指定校推薦選抜の実施結果を検証し、新規の高校の追加及び長期間にわたり入学実績

がない高校の削除について検討する。 【Ａ】 

イ 入学者選抜の制度や運営方法を検証し、適切で公平な運用に向けて改善する。 【Ａ】 

ウ 修士課程における入試では、一部英語を導入した入試を適切に運用する。 【Ａ】 

エ 修士課程看護学専攻において、今年度から実施する 2025（令和７）年度入

学者選抜から、本学卒業生を対象とした卒業生大学院特別選抜を導入し、

優秀な人材確保に努める。【Ａ】 

オ 学校推薦型選抜の一環として、赤十字特別推薦選抜を実施する。【Ａ】 

カ 初めて実施した赤十字６大学連携併願選抜について、結果を検証し、次年度に向けて

の改善点などを検討する。【Ａ】 

キ 入試結果についての IR 分析結果を検証し、 次年度以降の入学者選抜における課を

抽出し、改善計画を立てる。 【Ａ】 

ク 修士課程看護学専攻における卒業生大学院特別選抜入試に向けて準備し、実施する。

【Ａ】 

ケ 総合型選抜入試の実施について情報提供し、運用方法を検討する。 【Ａ】 

コ 高大連携の取り組みについて、提携高校に関する情報収集、分析や提携方法の検討を

行い、これを具体的に進めることで受験生確保、入学生確保に繋げる。【Ａ】 

サ 公開授業、高校教員対象説明会、来校型のオープンキャンパス及び高校模擬授業等を

一層充実させていくことによって、優秀な学生確保に繋げる。 【Ａ】 

シ 入試結果と入学後の学修状況を連動させた IR分析結果を検証し、 次年度以降の入学

者選抜における課題を抽出し、改善計画を立てる。【Ａ】 

ス 大学院の定員確保に向けて、本学の大学院の特徴を生かした広報活動をより積極的に

行い、優秀な入学者の確保に繋げる。 【Ａ】 

⑥ 教員・教員組織 

ア 各学部、研究科の教育、研究活動を行うための教員研究組織を適切かつ柔軟に編制す

るための教員組織の編制方針を検証する。【Ａ】 

イ 教員の採用及び昇格に関する規程を検証し、全体の整合性が図れるよう整備する。【Ａ】 

ウ 学位論文指導資格に関わる基準や要件を検証し、論文指導及び審査の要件との整合性 

を図るべく規程等の修正を行う。【Ａ】 

エ FDを系統的に計画し、FDマップを作成する。このうち重点化するテーマを周知し、教 
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員の資質向上に繋げる。【Ａ】 

オ 日本私立看護系大学協会及び日本看護系大学協議会等の外部団体による研修を積極的

に活用して、教員の SDを推進する。【Ａ】 

カ TA及び RAの活用を促進するための対策を検討する。【Ａ】 

キ さいたま看護学部は、第２次カリキュラムに即して、適切な教員組織を検討する。 

 【Ａ】 

ク 看護学部においては、第 10次カリキュラムの教育課程の運用に即して、教育組織を変

更し、これを運用する。 【Ａ】 

ケ 2025年度からの研究科の新カリキュラムの導入に向けて、適切な大学院教員組織につ

いて検討する。【Ａ】 

  ⑦ 学生支援 

ア 学生支援の基本方針について、大学の理念・目的に即して、留年・休学・退学の要因等

を踏まえ検討する。【Ａ】 

イ 各学部では、学生生活に関する前期・後期ガイダンス、注意喚起を促すセミナー、就職

支援セミナー及び両学部合同病院説明会等を計画・実施・評価する。 【Ａ】 

ウ 大学独自の奨学金制度の運用方法の適切性について検討し充実を図る。【Ａ】 

エ 大学院が実施する教育訓練給付制度の指定講座について、大学内外で周知し、現職看護

師である大学院学生の受講修了に伴う給付金による修学支援を行う。 【Ａ】 

オ 両学部では、ポートフォリオを活用した担任教員の学生支援の方法を検討す

る。【Ａ】 

カ 障害学生支援について、これまでの支援人数・支援内容等を基に検証し、適切な支援方

法を推進する。【Ａ】 

キ 就職支援プログラムを検証し、適切かつ効果的な学生の就職支援を検討する。【Ａ】 

ク 各種国家試験対策について、国家試験及び模擬試験の設問ごとの正答等の結果分析並び

に出題傾向対策の結果等を検証し、効果的な対策を検討・実施する。【Ａ】 

ケ 学部生及び大学院生の学生生活実態調査を実施し、結果を基に学生の生活支援の改善に

活かす。【Ａ】 

コ 大学院生及び教員を対象に、ハラスメント防止対策を促進する。 【Ａ】 

  ⑧ 教育研究等環境 

   ア 公的研究費で実施した研究データの保存、管理及び公開等について、「研究データ管理・

公開ポリシー」を策定し教員に周知するとともに、研究データの保存等方法を検討する。 

  【Ａ】 

イ 研究活動を一層推進するため、研究支援（研究不正等防止を含む。）体制を整備すると

ともに、他機関との共同研究にあたっての実施要領を作成し教員に周知する。【Ａ】 

ウ 学生の個人 PC 所有率の増加、オンライン授業やスマートフォンの普及に伴い、情報処

理室、視聴覚教室及び大学院生室等の教育・学習環境の充実を図る。【Ａ】 
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エ 図書館の利用促進のため、来館型（閲覧・貸出等）及び非来館型（学外からの電子リソ

ース利用等）のサービスについて広報を行う。 【Ａ】 

オ 赤十字６大学の図書館職員の研修等に参加し、図書館運営の充実に寄与する。 【Ａ】 

カ 広尾キャンパス及び大宮キャンパスの図書館利用者の利便性を高めるため、現状の課題

整理を行い、改善を図る。 【Ａ】 

キ 図書館の学生部会の運営方法について検討し、改善を図る。 【Ａ】 

ク 研究倫理審査関係規程に則して、研究倫理審査体制を適切に機能させるとともに、審査

方法等を検証する。【Ａ】 

ケ 本学で開発した DXを用いた教育方法の効果について、検証を行う。 【Ａ】 

コ DXを活用した教育方法のさらなる開発を進める。 【Ａ】 

サ 学園全体の DX 推進計画の検討状況を踏まえ、本学の DX 推進のための方針を検討する。

【Ａ】 

シ 学部生の学術情報リテラシーの習得・向上のため、学部の情報・研究関連科目において

図書館利用方法、文献検索及び資料の収集・管理方法等に関する学びの機会を提供する。

【Ａ】 

ス 学生及び教職員に適切な学術資料を提供するため、最新の情報を踏まえて図書館資料の

収集・除籍及び学術雑誌の講読について見直す。【Ａ】 

セ 本学の研究成果や学術論文の公開のための機関リポジトリについて、運用方法を検証し、

充実を図る。【Ａ】 

  ⑨ 社会連携・社会貢献 

ア 地域連携・フロンティアセンターの活動と組織体制を検証し、改善を図る。【Ａ】 

イ 看護学部では、公開講座及びフロンティアセミナーの開催等の定期的な地域貢献活動を

継続して実施し、評価する。【Ａ】 

ウ さいたま看護学部では、公開講座及び埼玉県と連携した地域公開講座の開催等を継続し

て実施し、評価する。【Ａ】 

エ 教員の社会貢献活動を支援し、促進する。【Ａ】 

オ 感染症や災害発生時には、大学全体で被災者あるいは被災地支援を行う教職員の活動支

援体制を検討し、必要時には支援活動を行う。【Ａ】 

カ 大学の社会連携、地域貢献活動を積極的にホームページに掲載する。【Ａ】 

キ 臨床実習指導者研修会等の看護職のスキルアップ研修を継続実施する。【Ａ】 

ク 赤十字本社及び各支部の活動・行事に継続的に参加、協力する。【Ａ】 

  ⑩ 大学運営・財務 

ア さいたま看護学部が完成年度を過ぎたことを機に、広尾と大宮の両キャンパスの効率

的・効果的な連携・協働を図るため、学内の会議及び委員会を再編成する。【Ａ】 

イ 大学の運営上の課題やその対策等に関して、教職員から意見を聞く機会を設

ける。 【Ａ】 
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ウ 財務状態の安定を図るため、人件費比率の削減を目指した標準的な教員・職員の配置人

数を設定する。【Ｂ】 

エ 中長期の財務計画の策定に向けた検討内容を踏まえ、2025 年度の予算編成方針を作成  

する。【Ａ】 

オ 必要な財源確保に努め、予算の計画的及び効率的な執行を推進する。【Ａ】 

カ 学生の確保については、私立大学等経常費補助金の配分基準を考慮しつつ、教育に支

障のない収容可能な範囲の学生の確保を意識した入学試験の合格者数を算出し決定する。 

【Ａ】 

キ 在学生の健康（身体的、精神的、社会的）にも留意して、適切な指導・助言を行う等に

より、休学生・退学生の抑制に努める。【Ａ】 

ク 私立大学等経常費補助金の配分基準及び私立大学改革支援事業の申請要件を満たすた

めの大学の事業改善を推進する。【Ａ】 

ケ 寄付金については、サポーター募金に目標額を設定し、同窓生、保護者等の大学関係者

をはじめ一般にも広く周知し増額に努める。【Ａ】 

コ 大学運営における意思決定プロセスの検証及び責任体制の明確化をはじめガバナンス

に関する本学の取り組みを全教職員に周知するとともに、ガバナンス・コードをホーム

ページに公開して透明性を高めるなど、教職員の認識を強化する。【Ａ】 

サ 日本赤十字本社・支部・病院等が行う教育、研究活動及び防災活動等への協力を継続し、

さらに連携を強めるための活動を検討する。 【Ａ】 

シ 日本赤十字本社及び各支部の重要な行事・活動への教職員、学生の支援・協力を継続す

る。 【Ａ】 

ス 災害救護研究所は、日本赤十字社との連携を強化し、活動を一層推進するとともに、研

究成果を広く社会に発信する。【Ａ】 

セ 地域連携・フロンティアセンター、研究推進センター及び災害救護研究所等の教育研究

活動を維持・発展させ、教員の教育研究活動を支援する。 【Ａ】 

ソ 科研費等の外部研究費の獲得に向けて、教員への支援体制や支援内容を充実することで、

申請率の維持向上に繋げる。【Ａ】 

タ 両学部で開催する教授会及び教員会議並びに事務連絡会議において、学園及び本学の中

長期の計画や財務計画等について説明し、教職員の理解及び意識の向上を図る。【Ａ】 

チ 学生に対しては、ガイダンス、学生便覧や学生用ホームページ等を通して、大学の方針

や計画を周知する。 【Ａ】 

ツ 裁量労働制（専門業務型）を実施するにあたって、必要な手続きを進める。【Ａ】 

テ 裁量労働制度の改正内容について、全教員対象の説明会を開催して周知を図る。また、

裁量労働制、勤務時間、振替休日及び年次有給休暇等の適切な運用ができるよう、教職

員への必要な情報提供及び相談支援・指導を行う。【Ａ】 

ト ハラスメント研修会を開催し、教職員のハラスメント防止への認識を高めることで予防

に努める。【Ａ】 
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ナ 建物の現状と教育研究内容の今後を見越した設備のメンテナンスや修繕・交換の緊急性、

必要経費等を基に、第 1次リニューアル（学内設備改修）計画を策定する。【Ａ】 

 

（４）日本赤十字豊田看護大学 

① 理念・目的 

   ア 建学の精神、理念、教育目的、教育目標、AP、CP、DPの連関について、点検・評価す

る。【Ａ】 

イ 建学の精神、理念、教育目的、教育目標、AP、CP、DPについて、ホームページ上の公

表を確認する。【Ａ】 

② 内部質保証 

ア 「日本赤十字豊田看護大学内部質保証実施要綱」に定めている手順で内部質保証を推 

進し、体制の適切性を評価する。【Ａ】 

イ 「日本赤十字豊田看護大学内部質保証実施要綱」に従い、各委員会においてアセスメ

ントプランに基づいた自己点検を行うとともに、2023年度の学修成果の評価結果をホー

ムページにて公表する。【Ａ】 

ウ 大学基準協会の機関別認証評価を受審し、必要に応じて結果に基づく改善計画を立案

する。【Ａ】 

エ 内部質保証を推進し、期中、期末に学内外の評価及び 2024年度に受審する機関別認証

評価の結果により評価システムの妥当性を検証する。【Ａ】 

オ アセスメントプランに定めた指標ごとの評価結果を基に CP の妥当性を検証するとと

もに、12 月に改訂予定の国の看護学教育モデル・コア・カリキュラムに対応するため、

プロジェクトチームを編成し、情報収集し、CP 及び DP の適正性等について検討を開始

する。【Ａ】 

カ IR 室の分析結果を基に、FD・SD 委員会において課題を抽出するとともに、教授方法、

研究力向上に向けた研修内容のニーズを把握し、教育の質向上に資する研修を企画、実

施する。【Ａ】 

③ 教育研究組織 

 ア 看護学部・看護学研究科、学術情報センター・図書館、ヘルスプロモーションセンタ

ーを適切に運営する。【Ａ】 

イ 看護学部・看護学研究科、学術情報センター・図書館、ヘルスプロモーションセンタ

ーの適切性について点検・評価する。【Ａ】 

④ 教育課程・学習成果 

 ア 【学部】CPの公表について確認する。また、CPに即して、授業科目及び教育課程を点

検・評価する。【Ａ】             

イ 【大学院】CP の公表について確認する。また、CPに即して、授業科目及び教育課程を

点検・評価する。【Ａ】 

ウ 【学部】学修者本位の教育方略を検討できるように、学生による授業評価を実施して
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担当教員にフィードバックする。また、適切な成績評価を検討できるように、全科目の

成績分布を教員に周知する。【Ａ】 

エ 【大学院】学修者本位の教育方略を検討できるように、学生による授業評価を実施し

て担当教員にフィードバックする。また、適切な成績評価を検討できるように、全科目

の成績分布を教員に周知する。【Ａ】 

オ 【学部】DP ごとの成績評価の集計及び学生による DP 到達度の自己評価調査結果から

学修成果を評価する。【Ａ】 

カ 【大学院】DP ごとの成績評価の集計及び学生による DP 到達度の自己評価調査結果か

ら学修成果を評価する。【Ａ】 

キ 【学部】授業評価結果、科目別 GPA やシラバス第三者評価等に基づき、教育内容・方

法の改善に取り組む。【Ａ】 

ク 【大学院】授業評価結果及びシラバス第三者評価等に基づき、教育内容・方法の改善

に取り組む。【Ａ】 

ケ e-ポートフォリオに基づき、チューターと学生が協同する学修成果の評価体制を構築

する。【Ａ】 

コ 【学部】オンデマンド教材や ICT 等の多様な学習形態・方法を活用した教育への取り

組みを推進する。【Ａ】 

サ 【学部】学園の「教育情報環境基盤整備事業」に基づき、学習管理システム（LMS）の

導入にかかる準備を進める。【Ａ】 

シ 【大学院】院生が履修状況及び成績についてメソフィア（学務システム）で確認し、

指導教員の助言を得ながら現状把握と修了に向けた学修方法を検討できる仕組みを構築

する。【Ａ】 

ス 【大学院】オンデマンド教材や ICT 等の多様な学習形態・方法を活用した教育への取

り組みを推進する。【Ａ】 

⑤ 学生の受け入れ 

ア AP を本学ホームぺージ及び学生募集要項に明示する。また、入学者選抜実施要項を適

切に作成し、これを基に入学者選抜を適正に実施する。【Ａ】 

イ 過去の入試データを収集し、学生の受け入れの適切性についての評価基準を点検・評

価する。【Ａ】 

ウ 文部科学省による入学定員の厳格化及び学部等の設置等認可の基準となる平均入学定

員超過率 1.15倍未満を踏まえつつ、 

【学部】適正な入学者（入学定員 120名）を確保する。 

【大学院】適正な入学者（修士課程定員 10名、博士課程定員２名）を確保する。【Ｂ】 

エ 【学部】過去の広報戦略を分析・点検・評価し、オープンキャンパスの方法、高校訪

問及び大学説明会等について抜本的な見直しを図る。【Ａ】 

オ 【大学院】過去の広報戦略を分析・点検・評価し、大学院説明会等について抜本的な

見直しを図る。【Ａ】 
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⑥ 教員・教員組織 

 ア 教員組織の編制方針に基づき、教員研究組織を適切かつ柔軟に編制する。また、教員

の募集、採用及び昇任等を適切に行う。【Ａ】 

イ 教員の資質及び教員組織の改善に関する課題を点検・評価し、FD活動に反映し、計画

的に FD活動を実践する。【Ａ】 

ウ 教員組織の適切性について、定期的に点検・評価する。【Ａ】 

  ⑦ 学生支援 

   ア 学生支援に関する方針を策定する。【Ａ】 

イ 学生支援に関する方針に基づき、学生支援状況を点検・評価する。【Ａ】 

  ⑧ 教育研究等環境 

   ア 教育研究等環境の整備に関する方針を策定する。【Ａ】 

イ 学内の学習及び教育研究の環境について現状を点検し、課題点を洗い出し、課題解決に

向けた整備計画を立案し、推進する。【Ａ】 

ウ 教授会規程に定められている研究推進・紀要委員会を学術情報センター・図書館の部

組織と位置づけ、研究支援・推進業務を運用する。【Ａ】 

エ 学園本部と連携しながら研究データポリシーの策定を行う。【Ａ】 

オ 情報ネットワーク支援室は、教育・研究・事務の各業務の効率化を可能とする情報環

境の構築を行う。また、教職員に対して研修等実施することにより情報リテラシー向上

を支援する。【Ａ】 

カ 情報ネットワークの利便性、安全性及び信頼性の観点から、インターネット回線増設

の必要性を精査し、必要な容量を整備する。【Ａ】 

キ 学内の Wi-Fi 接続状況を精査し、教育に必要な環境を整備する。【Ａ】 

ク 情報環境整備に関する方針を策定する。【Ａ】 

ケ 自己点検・評価に加え、2024年度は外部評価として公益財団法人大学基準協会の機関

別認証評価を受審する。【Ａ】 

  ⑨ 社会連携・社会貢献 

   ア 地域の知の拠点として、豊田市等、地域の保健・医療・福祉の向上に関する公開講座

を２項目企画、実施し、地域の健康意識の醸成を図る。【Ａ】 

イ 専門職向け研修会を５項目企画、実施する。また、地域包括連携協定に基づき形成し

たプラットフォームと連携し、豊田市の課題に取り組む。【Ａ】 

ウ 教員の学会活動及び関係省庁等での活動を促進する。【Ａ】 

エ 専門職向け研修会及び履修証明プログラム等を実施する。【Ａ】 

オ 2024年度中部ブロック赤十字セミナーを企画・立案・実施する。【Ａ】 

  ⑩ 大学運営・財務 

ア 2024年度事業計画に則り適切に大学運営を実施する。【Ａ】 
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イ 赤十字の「人道」を基盤とし、国内外の保健・医療・福祉・救護の分野において指導性

を発揮し、さらに将来、看護教育・研究の発展に貢献できる人材を育成する。また、大

学の持つ教育力・研究力を発信するため、地域貢献や産学連携、国際交流を推し進める。

【Ａ】 

ウ 2025年度、学部（定員 120名）及び大学院（修士 10名、博士２名）ともに適切な定員

確保に努める。【Ａ】 

エ 施設設備整備計画を基に、施設及び設備の整備を適切に実施する。また、整備後振り

返りを行い、今後の整備に反映させるとともに、必要な計画の見直しを行う。【Ａ】 

オ 適正な人件費支出や教育及び管理経費等の効率的な削減並びに私立大学等経常費補助

金の適切な確保等により、教育の質を落とすことなく、基本金組入前当年度収支差額の

黒字化を図る。【Ａ】 

カ 今年度に大学基準協会の機関別認証評価を受審し、その結果を基に、ガバナンスの実

効性をはじめとした大学運営や情報公開について見直しを行う。【Ａ】 

キ 中部ブロック看護部長会に参画し、教育・研究活動に関する情報共有を図る。【Ａ】 

ク 「未来を語る会」等を機会として、赤十字関係者と教育・研究上の連携を模索する。

【Ａ】 

ケ 教授会規程に定められている研究推進・紀要委員会を学術情報センター・図書館の下

部組織と位置づけ、その役割を確認して内部規程を整備し運用する。【Ａ】 

コ 研究支援の業務集約化を念頭に、関連する支援組織である研究推進・紀要委員会と連

携し、組織的な研究支援体制の整備について検討を進める。【Ａ】 

サ 半期ごとに経営会議及び教授会席上において、事業進捗報告及び事業達成内容の確認

を行うとともに、経営状態を理解しやすい形で報告する。また、教員会議においては、

事業達成内容や経営状況を報告し、大学の近況について情報共有を図る。【Ａ】 

シ ハラスメント防止パンフレットを作成し、本学の体制を周知するとともに、ハラスメ

ントに起因する問題が発生した場合には適切に対応する。また、ハラスメント防止研修

会を開催し、ハラスメント発生防止に努める。【Ａ】 

ス 健康診断とストレスチェックを７月～10月の間に実施し、教職員自身の心身の状況観

察を行うとともに、問題があれば受診又は相談を促す。【Ａ】 

セ 中長期的な建物及び設備等の修繕及び更新計画に則り、今年度事業の優先順位を確定

し実施することで良好な学内環境を維持する。【Ａ】 

 

（５）日本赤十字広島看護大学 

① 理念・目的 

   ア 全組織で共通の基本的な方針と取組姿勢とし、具体的な取組は各事業の中で対応する。

【Ａ】 

   イ 大学の理念・目的について、新任教職員 FD・SD研修会で周知を図る。また、Campus Life 

Handbookに掲載し、ホームページで公開する。【Ａ】 
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ウ 2025年度事業計画を、具体的な成果の検証ができ改善に繋げる内容で策定する。【Ａ】 

エ 2023 年度事業計画及び第三次中期計画の実施結果を評価しホームページで公表する。

【Ａ】 

② 内部質保証 

ア 教育の内部質保証に関する方針の「６方針の見直し」に基づき、方針の見直しの要否

を協議する。【Ａ】 

イ PDCAによる改善事例を整理し、学内で共有する。【Ａ】 

ウ PDCAサイクルを確実に回す。【Ａ】 

（ア）2023年度自己点検・評価（最終評価）をホームページ上で公表する。 

（イ）2024年度事業計画の PDCAサイクル事例を整理し共有する。 

（ウ）2024年度中間評価を実施する。 

（エ）2024年度最終評価を実施する。 

（オ）2025年度事業を策定する。 

エ アセスメントプランによる定期的な評価の手順を検討して明文化し、評価結果の意味

付けを検討する。【Ａ】 

オ アセスメントプランに基づき、IRデータによる学生の学修成果と大学の教育効果を検

証する手法を検討する。【Ａ】 

カ 全組織で共通の基本的な方針と取組姿勢とし、具体的な取組は各事業の中で対応する。

【Ａ】 

キ JABNE が行う看護学教育評価の受審に向けた準備を遅滞なく高い品質をもって完了さ

せ、受審に的確に対応する。【Ａ】 

ク 次期の認証評価に向け、大学基準協会の求める成果の検証についてどのような準備を

行うか検討する。【Ａ】 

ケ FD マップ及び SD マップの見直しを定期的に行い、必要があれば適宜改正し、教職員

に周知させる。【Ａ】 

コ 日々の活動において FDマップ及び SDマップを積極的に活用し、定期的に評価(振り返

り）して教育の質の向上に役立てるよう促す。【Ａ】 

サ 研修会を実施後にアンケート調査を実施し、効果・参加者の要望・今後の課題から次

の企画を検討する。【Ａ】 

シ 新任教員の FD研修でティーチング・ポートフォリオチャート（TP チャート）作成に係

る説明を行い周知を図る。【Ａ】 

ス 教員にティーチング・ポートフォリオの活用を促し、資料を作成・配付して効果的に

活用するための支援を検討し実施する。【Ａ】 

セ FDマップと関連づけた TPチャートの作成及び振り返りを促す。【Ａ】 

ソ アセスメントプランに掲げる教育課程レベルでの学習成果の測定項目に関する IR 情

報を取りまとめて、共有する。【Ａ】 
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③ 教育研究組織 

ア 変化する環境に柔軟に対応できるよう、現在の立ち位置と将来像を見据えてあるべき

姿が達成できるように情報収集と改善を行う。【Ａ】 

イ 国際交流センターの果たすべき機能と在り方を検討する。【Ａ】 

ウ 現状に対応し課題に的確に取り組む組織体制であるかを検討し、必要に応じて新たな

組織編制を行う。【Ａ】 

エ 看護協会の動向、中四国地区赤十字病院や実習病院の役割とニーズを把握するための

情報収集を行う。【Ａ】 

オ 研究生制度について導入の適否や内容を検討する。【Ａ】 

④ 教育課程・学習成果 

ア 【学部】 教育課程の編成や運営に関する事項の PDCAを着実に回し、改善・見直しを

行う。【Ａ】 

イ 【学部】現行の教育課程について、教務委員会が保有する調査データを基に検討し、

教育の質保証委員会で共有・協議する。【Ａ】 

ウ 【学部】アセスメントプランに基づき、令和５年度の学修成果と教育成果の評価を実

施する。【Ａ】 

エ 【学部】CP及び DPに関わる調査、分析、協議・検討を以下の手順で行う。調査にあた

り、回収率の目標は 100％とする。【Ａ】 

（ア）2024年度の調査を実施する。 

（イ）2023年度の調査を分析し、その結果を教務委員会で共有・協議する。 

（ウ）2023年度の調査結果を取りまとめ、教授会及び教育の質保証委員会で共有・協議

する。 

（エ）この分析に際して、成績評価及び学位授与との整合性を踏まえて、分析結果を取

りまとめる。 

オ 【学部】国際救援活動論Ⅰ・Ⅱを継続して実施する。【Ａ】 

カ 【学部】世界情勢を鑑みながらイギリス語学短期留学、国際看護学演習Ⅰ～Ⅳの進捗

を確認し、必要に応じて改善・見直しを検討する。【Ａ】 

キ 【学部】新しい国内外のプログラムついて要否と実現可能性を調査・検討する。特別

講演会、国際交流セミナーを実施する。【Ａ】 

ク 【学部】日本赤十字学園の協働プロジェクトである赤十字看護系大学の国際交流事業

に参画する。【Ａ】 

ケ 【大学院】（修士課程）修了生のアセスメントプランのデータを分析・評価し改善点を

協議する。【Ａ】 

コ 【大学院】（修士課程）これに基づき教育課程の編成と内容の適切性を点検する。【Ａ】 

サ 【大学院】（修士課程）点検結果から教育課程の改正の要否を検討し、必要と判断した

場合には改正のねらいと時期を検討・協議する。【Ａ】 
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シ 【大学院】（修士課程）教育・研究者コース・専門看護師コースは、修了生のアセスメ

ントプランのデータを分析・評価し改善点を協議する。【Ａ】 

ス 【大学院】（修士課程）履修証明プログラムの成果について、科目成績・授業学生と教

員のコメント等により検証する。【Ａ】 

セ 【大学院】（修士課程）NP の国内動向を調査・整理し、中四国地区赤十字病院との情

報交換とニーズの把握を行う。【Ａ】 

ソ 【大学院】（博士課程）授業評価を実施・分析し、その結果を研究科委員会で共有して

協議し必要な改善を行う。 【Ａ】 

タ 【学部】学生の学修行動に関わる調査、分析、協議・検討を以下の手順で行う。調査

は全学年で実施し、回収率の目標は 90％以上とする。【Ａ】 

（ア）調査を実施する。未回答者への個別依頼も行い回収率を高める。 

（イ）調査結果を分析し、教務委員会で共有して協議する。 

（ウ）（イ）を取りまとめ教授会で共有して協議する。 

（エ）学生個々の経年の学習時間に 2024年度の調査分を加え、学習習慣の定着及び学習

時間が少ない学生への個別指導をチューターを中心に行う。 

チ 【学部】学生の学修環境に関わる調査、分析、協議・検討を以下の手順で行う。調査 

は全学年で実施し、回収率の目標は 80％以上とする。【Ａ】 

（ア）調査を実施する。 

（イ）調査結果を分析し、教務委員会で共有・協議する。 

（ウ）（イ）を取りまとめ、教授会で共有・協議する。 

（エ）学生の PROG テストの分析結果を基に、強化すべきスキルに対応する授業科目の抽

出と授業方法の工夫を検討し教授会で協議する。 

ツ 【学部】GPA を進級判定と卒業認定に活用するための基準を明確化する。【Ａ】 

 【学部】GPCを適切な評価を促す指標として活用する。【Ａ】 

テ 【学部】ディプロマサプリメントに関わる調査、分析、協議・検討を以下の手順で行

う。調査にあたり、回収率の目標は 100％とする。【Ａ】 

（ア）2024年度の調査を実施する。 

（イ）2021・2022・2023年度の調査を分析し、その結果を教務委員会で共有・協議する。 

（ウ）（イ）を取りまとめ、教授会及び教育の質保証委員会で共有・協議する。 

（エ）分析に際して、CP 及び DP を軸に、ディプロマサプリメントとの整合性を踏まえ

て、分析結果を取りまとめる。 

（オ）PROGテストを踏まえてディプロマサプリメントの内容を検討する。 

ト 【学部】2022 年度卒業生に対する卒後１年目アンケート調査結果を取りまとめ、分析

して学内に共有する。【Ａ】 

ナ 【学部】令和５年度卒業生に対する卒後１年目アンケート調査を実施する。【Ａ】 
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ニ 【学部】令和５年度卒業時アンケート調査結果を各委員会等にフィードバックする。

【Ａ】 

ヌ 【学部】令和６年度卒業時アンケート調査を実施する。（回答率目標：学生回答率 95％、

職員回答率 95％）【Ａ】 

ネ 【大学院】（修士課程・博士課程）修士課程院生版のポートフォリオについて検討する。

【Ａ】 

ノ 【大学院】（修士課程・博士課程）検討の結果、導入の方向となった場合、導入時期を

設定してポートフォリオ案を作成する。【Ａ】 

ハ 【学部】学生・教員の評価による授業の改善を次の手順で行い、手法を確立する。【Ａ】 

（ア）学生の授業評価を実施する。 

（イ）（ア）に対する教員のコメント作成を実施する。 

（ウ）（ア）を分析し、その結果を教務委員会で共有して協議する。 

（エ）（ウ）を取りまとめ、教員コメントを踏まえて教授会及び教育の質保証委員会で共

有・協議する。 

（オ）教員相互の授業評価（授業参観）を実施する。 

（カ）参観した教員はコメントシートを、参観を受けた教員は報告書を作成する。 

（キ）教務委員会で（カ）を取りまとめて授業参観事業報告書を作成し、教授会で共有

して協議する。 

ヒ 【学部】外部有識者会議は、特定のテーマを深掘りする議論となるよう議題を設定し

運営を工夫して実施する。【Ａ】 

フ 【学部】JABNE による看護学教育評価の受審における意見や結果を受け、必要な取組

の方向性を協議する。【Ａ】 

ヘ 【学部】臨床教員制度に関わる調査、分析、協議・検討を以下の手順で行う。調査に

あたり、回収率の目標は 100％とする。【Ａ】 

（ア）2024年度の調査を実施する。 

（イ）2023年度の調査を分析し、その結果を教務委員会で共有して協議する。 

（ウ）（イ）を取りまとめ看護系教授会で共有して協議し、改善する。 

ホ 【学部】高大連携（高校での出張講義等）の意義やあり方について検討し、高大連携

の方針を定める。【Ａ】 

マ 【大学院】（修士課程・博士課程）修了生のアセスメントプランのデータを分析・評価

し現状を把握する。【Ａ】 

ミ 【大学院】（修士課程・博士課程）現状を共有して協議し、改善を検討する。【Ａ】 

ム 【学部】学生の立場で実用的な「eポートフォリオ」を検討し導入する。【Ａ】 

メ 【学部】ディプロマサプリメントの eポートフォリオとの接続と電子媒体での運用に

向けて、システムを構築する。【Ａ】 

モ 【学部】教員の立場で実用的な「eポートフォリオ」を検討し導入する。【Ａ】 
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ヤ 【学部】ディプロマサプリメントの eポートフォリオとの接続と電子媒体での運用に

向けて、システムを構築する。【Ａ】 

ユ 【学部】シラバスの記載内容を確認し、授業内容に研究成果などの最新の知見を取り

入れる。【Ａ】 

ヨ 【学部】教育の ICT 化の促進に向け研修会の開催を年２回、ICT 通信の発行を年２回

行う。【Ａ】 

ラ 【学部】シミュレーション・シナリオの体系化に向けて、演習における到達目標を整

理して教員に周知し、シミュレーションの実施と Medi-EYE の活用について実績把握を

する。【Ａ】 

リ 【学部】シミュレーション研修会を年２回（FD委員会と連携）行う。【Ａ】 

ル 【学部】模擬患者の効果的かつ安全・安定的な教育への活用を図るとともに、フォロ

ーアップ研修会を年２回開催する。【Ａ】 

レ 【学部】OSCE・CBT が、学生の実習への準備学習を促し実習に向けた学生の看護実践

能力の質の保証になるよう取り組む。【Ａ】 

（ア）OSCEはより適切な課題を作成する。 

（イ）CBTは受験前学習の整備、出題・受験方法・評価の検討を行い、試験を実施し、改

良の評価をする。 

ロ 【学部】学生が主体的に実習に取り組める臨地実習指導体制について実習施設連携会

で協議し、実習指導者の意見を集約する。【Ａ】 

ワ 【学部】学生が主体的に学習に取り組める学習環境について学生の意見を調査し、実

習施設連携会で報告・協議する。【Ａ】 

ヲ 【学部】学生と実習指導者の双方の意見を確認しながら、学生が主体的に実習に取り

組める体制作りについて検討し改善を図る。【Ａ】 

ン 【大学院】（修士課程・博士課程）中四国地区赤十字病院の看護部長と「リカレント教

育」のための連携について情報交換を行う。【Ａ】 

あ 【大学院】（修士課程・博士課程）遠隔授業の実施状況を把握し、アンケート等により

課題を明確にする。【Ａ】 

い 【大学院】（修士課程・博士課程）課題に対し、次年度に向け必要な改善策を検討する。

【Ａ】 

⑤ 学生の受け入れ 

ア 学生募集要項やホームページに APを公表するとともに、文部科学省の通知等に適切に      

対応し、より公平で公正な入学者選抜を実施する。【Ａ】 

イ 【学部】令和８年度入学者選抜から導入の総合型選抜について、実施体制を検討し整

備する。併せて地域特別推薦Ａの指定校の見直しを検討し整理する。【Ａ】 

ウ 【大学院】入試問題の共通化を実施し、出題方針（APとの整合性、出題形式、レベル

の吟味）について継続的に検討し必要な改善を行う。【Ａ】 

エ IRで入試結果及び入学後の成績等を分析し、教育の質保証委員会で検証した結果を踏
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まえ、入学者選抜区分等の改善に向け検討する。【Ａ】 

オ 令和６年度入試結果と在学生の入試区分別の成績動向について分析し、APを満たして

いるか検証を行う。【Ａ】 

カ 入学者選抜に係る「合否判定基準」を整理し、受験者数（実績）と過年度の入学者数

の傾向から目標入学者数に対応する合格ライン（合格者数）を設定する。【Ａ】 

キ 設定した合格ラインと入学者数の結果を検証し、次年度の合格ラインの設定時に反映

させ、目標入学者数を適切に確保する。【Ａ】 

ク 【学部】オープンキャンパスについて、より効果的となるよう企画・運営を見直しな

がら計５回実施する（他大学との差別化、高校教員枠の充実等）。【Ａ】 

ケ 【学部】高校訪問の対象校の考え方を再整理するとともに、高校教員へのアプローチ

策を強化する。【Ａ】 

コ 【学部】業者主催の進学相談会について、高校生との直接接触の機会を確保するため

計７会場に参画する。【Ａ】 

サ 【学部】リニューアルした大学案内について、１年生から感想や評価を集め、次年度

版に向け受験生への訴求を高める工夫を行う。【Ａ】 

シ 【学部】リニューアルしたホームページについて、業者に効果検証を行わせ必要な改

修・改良を行うとともに、タイムリーな更新と情報発信を行う。【Ａ】 

ス 【学部】高校生にリーチしやすい SNSについて、投稿の基準を整理してタイムリーに 

情報を発信する。【Ａ】 

セ 【学部】ぴーあーる LABOと共同した SNSによる情報の発信を強化する。【Ａ】 

ソ 【学部】受験情報サイトについては WEB DMの効果検証を行い、費用対効果を勘案しな 

がら選択し活用する。【Ａ】 

タ 【学部】病院が主催する看護体験イベントへ参加する。（目標：中四国地区赤十字病院、

JA広島総合病院他）【Ａ】 

チ 【学部】臨地実習施設、中四国各県の赤十字社県支部及び看護協会等に大学案内パン

フレットを配布し、配架等への協力を要請する。【Ａ】 

ツ 【大学院】大学院の学生募集活動について考え方と手法の全体を検討し整理する。【Ａ】 

テ 【大学院】ホームページによる情報の発信を工夫し強化する。【Ａ】 

ト 【大学院】大学院入試説明会について、内容を精査しより効果的に実施する【Ａ】 

ナ 【大学院】文部科学省や厚生労働省の公的助成制度の活用にあたり現状の課題を明確

化し、改善策を検討し取り組む。【Ａ】 

⑥ 教員・教員組織 

 ア 教員組織の編制方針について、現在の運用状況を検証し、必要に応じて改善していく。

【Ａ】 

イ 令和７年４月の採用や昇任については、現状の配置数・職位や財務状況を勘案して適 

切に行う。【Ａ】 
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ウ 多角的な観点から教員数の在り方の検討を行い、令和８年度以降の採用に関する考え

方を整理する。【Ａ】 

エ FDマップに基づき、教員の要望や社会情勢を見極め、教員の(教育の）質の向上に役立

つ FD研修会を企画・運営して評価し改善を図る。【Ａ】 

オ 全学の FD研修会の年間計画を作成し、周知する。【Ａ】 

カ 教員の臨床での実践活動を支援する仕組みとその運用について、他大学の情報を収集

しながら検討する。【Ａ】 

キ 教員組織の編制と運用の適切性について、前年度に運用した PDCAサイクルにおける実

績と課題について検証し、組織編制と運用の改善に向け必要な対応を検討し実施する。

【Ａ】 

 ⑦ 学生支援 

   ア 学期開始時に加え、必要時にチューターカードを活用し面談を実施する。【Ａ】 

イ 「チューターの手引き」を活用し、細やかな履修、修学、進路支援を行う。【Ａ】 

ウ ディプロマサプリメントの活用方法について、教員間で周知する。【Ａ】 

エ 学生面談時に、ディプロマサプリメントを活用し学修サポートを行う。【Ａ】 

オ 経年的に PROG を実施し、学生のキャリア支援や学習支援に活用する。（実施時期：１

年生、３年生、実施率 100％）【Ａ】 

カ より相談しやすい環境づくりに向けて検討し必要な改善を図る。【Ａ】 

キ 学修に関する調査を活用し、自主的に学修できるようサポートする。【Ａ】 

ク ３・４年生を主な対象に必要に応じ１・２年生にも拡大して、最新の病院情報の提供

とキャリア形成に向けてのガイダンスを開催し、進路選択を支援する。【Ａ】 

ケ ガイダンスは、卒業生・修了生から進路選択時に検討した事項や卒後状況についての

インタビューを行い具体的なイメージを形成する機会とする。【Ａ】 

コ 国家試験に向けて自己学習できる場所を確保する。【Ａ】 

サ 集中して模擬試験を実施できる環境を整える。【Ａ】 

シ ２年次後期に看護師国家試験模試を実施し、国家試験に向けた学習への早期の意識づ

けを行う。【Ａ】 

ス 看護師国家試験対策ガイダンスを実施する（３・４年生）。【Ａ】 

セ ３・４年次に看護師国家試験模擬試験を実施し、結果をチューターと共有しながら学

修の強化を図る。【Ａ】 

ソ ４年生の学修不振者に対して集団学習会を企画し、国家試験合格に向けて学修サポー

トを行う。【Ａ】 

タ 国家試験に関わる情報を学生がいつでも閲覧できるよう、学内就職・進学情報サイト

で周知する。【Ａ】 

チ 新入生ガイダンス・在学生ガイダンスにおいて、障害学生への支援の内容と対応窓口

について周知を図る。【Ａ】 
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ツ 新任教員に対して、就任時オリエンテーションで既承認申請事項について周知を図る。

【Ａ】 

テ 学生支援委員会・チューター・保健室・学生相談室の連携を強化し、必要な場合は適

時適切に支援する。【Ａ】 

ト 保健室･相談室について、新入生ガイダンス・在学生ガイダンス並びに掲示板、トイレ

などにおけるポスター･パンフレットの設置により周知を図る。 【Ａ】 

ナ 不安を抱えている学生やハイリスク学生を早期に把握･支援する方法について検討し、

必要な対策に取り組む。【Ａ】 

二 緊急事態発生時の体制について、半期に一度確認して必要な見直しを行う。【Ａ】 

ヌ 学生のジェンダーアイデンティティの多様性に対する本学の基本的な考え方を整理す

る。【Ａ】 

ネ 上記の基本的な考え方を踏まえた具体的な対応策を検討し整理する。【Ａ】 

ノ サークル活動を安全かつ活発に行うことができるように支援するとともに、大学祭や

六大学交流会の円滑な実施を支援する。【Ａ】 

ハ 学生自治会を軸に、学生間の連携の強化を支援する【Ａ】 

（ア）学生自治会活動やサークル活動について、学生が主体的かつ安全に運営できるよ

う助言を行う。 

（イ）学生自治会費の管理や会計報告、会計監査について指導、助言を行う。 

ヒ 学生ボランティア部門の活動について学生アンケート調査を実施し、現在のボランテ

ィア募集システムを評価し必要な改善を行う。【Ａ】 

フ 学生のボランティアの募集を定期的にポータルで配信して参加を促す（参加目標：延

べ 150人）。【Ａ】 

ヘ 認知症サポーター養成講座を公開講座とし、学生及び地域住民を対象に行う（参加目

標：学生 150人、地域住民 30人）。【Ａ】 

ホ 保健・医療・福祉に関連するアルバイト、地域で開催されるセミナーの周知と募集を

行う。【Ａ】 

マ ハラスメント対応に関する大学としての基本的な方針を検討して整理する。【Ａ】 

ミ 学園ハラスメント防止規程、本学職員倫理要項、インターネット利用ガイドラインを

学生に周知する。【Ａ】 

ム ハラスメント相談員を配置し、学生に周知する。【Ａ】 

メ 教育活動におけるハラスメントの発生防止と被害者保護に向け、学生向けの啓発資料

を作成する。【Ａ】 

モ 実践的で効果の高い手法でハラスメント防止研修会を実施する。【Ａ】 

 ⑧ 教育研究等環境 

   ア 大学としての考え方と方針について検討し、策定する。【Ａ】 

イ 情報ネットワークシステムの更新を円滑に行う。【Ａ】 
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ウ 卒業生アンケートの結果を踏まえて改善策を検討し実施する。【Ａ】 

エ 情報ネットワークシステムの更新を円滑に行う。【Ａ】 

オ 国が進める研究データの管理・利活用に対応するための基盤整備を着実に進める。【Ａ】 

カ 電子書籍のタイトルの充実と普及を促進する（目標：年間５冊以上購入。ただし費用

対効果をみながら増減を決定）。【Ａ】 

キ 学生自らが学術情報にアクセスできるようニーズに合わせた講習会を各学年１回実施

する。【Ａ】 

ク 図書館職員を積極的に研修に参加させ、図書館活動の改善・向上に活かす。【Ａ】 

ケ 外部資金に関する情報発信を行う。【Ａ】 

コ 外部資金獲得の研修会を企画し、開催する。【Ａ】 

サ コンプライアンス教育・啓発活動を実施計画に沿って定期的に実施する。【Ａ】 

シ 研究時間の確保に関して検討し必要な対策をとる。【Ａ】 

ス 海外学会参加のための旅費助成を行う。【Ａ】 

セ 国際学術ジャーナルへの投稿費用の助成について、活用促進を図る。【Ａ】 

ソ 教育・研究・事務の各業務において、DXの推進等による効果的・効率的な業務環境の

整備に係る本学の状況を分析し、次年度の DX推進計画の策定に向けて現実的で確実に成

果を出せる計画を検討する。【Ａ】 

タ 教育研究等環境の適切性について、令和４年度実施のアンケート調査の結果により、

必要な改善に取り組む。【Ａ】 

チ 教育研究環境の整備として必要な具体的事業を体系立てて整理する。【Ａ】 

  ⑨ 社会連携・社会貢献 

   ア 子どもを対象とした地域防災教育活動を推進する。【Ａ】 

イ 「地域の笑顔とクロスする！元気プロジェクト」を３回実施する（対象：市民 50人程

度、学生も適宜参加）。【Ａ】 

ウ 公開講座を１回実施する（対象：市民 100人）。【Ａ】 

エ 健康づくり講座を１回実施する（対象：市民 30人、阿品台市民センターと共催）。【Ａ】 

オ 健康フェスティバル等へ参画する。【Ａ】 

カ 廿日市市あいプラザまつりへ参加する。【Ａ】 

キ 認知症高齢者支援会議へ参加する。【Ａ】 

ク 中四国地区赤十字関連施設継続研修を１回実施する（参加者 100人）。【Ａ】 

ケ チームづくり研修会を１回実施する（参加者 50人）。【Ａ】 

コ 臨床指導者研修会を計５回実施する（各回参加者 30人）。【Ａ】 

サ 看護師長のためのリフレクション研修を５回シリーズで１回実施する（参加者 20人）。

【Ａ】 
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シ 新たな企画開発や改善に向け、研修会の参加者にアンケート等でニーズ調査を行う。

【Ａ】 

  ⑩ 大学運営・財務 

ア 大学の運営方針を、教職員、卒業生、一般利用者、関係各所などへ向け、分かりやす

いようにホームページ上などで公開していく。【Ａ】 

イ SDGｓ達成の観点から関係する事業・取組を取りまとめる【Ａ】 

ウ 災害時に適切な行動が取れるように、消防・防災訓練等を実施する。また、短期講習

や安否確認システムなどを活用して訓練の充実を図る。【Ａ】 

エ 救急法指導員の資格保有者を継続的に確保するため、指導員講習の受講を促進する。

【Ａ】 

オ 海外の交流協定締結先からの学生の受け入れを実施する。【Ａ】 

カ 学生が在学時から卒業しても繋がろうと感じる意識付けを行う。【Ａ】 

キ 同窓会等との連携の窓口となる組織体制を整理し、強化に向けた検討を開始する。【Ａ】 

ク 長期財務見通しを更新し、財務運営の持続可能性を確保する措置を検討し実施する。

【Ａ】 

ケ 入学実績と国庫補助金の改正等の関係情報を収集・整理し、次年度の目標入学者数を

適切に設定する。【Ａ】 

コ 経常的な経費の実情を分析し、経費縮減策を立案して実行する。【Ａ】 

サ ガバナンス・コードによる点検と評価を実施し、ホームページに公開する。【Ａ】 

シ 本学情報公開ポリシーに基づき、ホームページで情報をわかりやすく公開する。【Ａ】 

ス 早急に協議する必要がある項目を選定し、連絡協議会の専門委員会を設置し協議を開

始する。【Ａ】 

セ 状況に応じて、その都度、必要な体制を整備できる組織運営をしていく。【Ａ】 

ソ 教職員の要望や社会情勢を見極めて大学職員として業務に有益な研修を企画・開催し、 

評価（アンケート調査の実施と振り返り）を踏まえ次年度のテーマを検討する。【Ａ】 

タ 勤務評定を通じ、事務職員自ら成長できるような目標設定と、それを達成できるよう

な体制を構築する。【Ａ】 

チ 教授会、教員会議等において教職員に学長の方針、中・長期の計画や経営情報の周知

を図るとともに、対外的にはホームページにおいて学長の対応方針を発信する。【Ａ】 

ツ ホームページで経営情報をわかりやすく公開する。【Ａ】 

テ 大学の経営方針や中・長期の計画等について、学生の意見を踏まえて必要な改善を検

討し実施する。【Ａ】 

ト ハラスメント相談員を配置し、教職員に周知させる。【Ａ】 

ナ 本学職員倫理要綱の見直しについて検討し、必要な改正を行う。【Ａ】 

二 健康診断は受診率 100％とし二次健診の対象者に確実に受診勧奨を行う。教職員の労

働時間の状況を把握して対策をとり、時間外労働を縮減する（年間 500時間超の者を 10
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人以下、年間 720 時間超を０人）。【Ａ】 

ヌ 心と体に関する自分自身によるケアを支援するため、ポータル等による情報提供を行

う。【Ａ】 

ネ ストレスチェックの受検率を 100％とし、フォローアップの面談を対象者全員に１回

以上勧奨する。【Ａ】 

ノ 有給休暇の計画的付与や取得促進を行い、職場環境の整備を進める。【Ａ】 

ハ 障害に対する合理的配慮の申し出を教職員ポータルで呼びかけ、申し出には必要な対

策を調整し実施する。【Ａ】 

ヒ 令和５年度に策定した長期修繕実行計画を基に、施設担当と情報共有を図りつつ実行

し、実情に合わせた劣化状況等を盛込みながら必要時適宜見直しを行う。【Ａ】 

フ 修繕や更新にあたっては、機能・品質の維持・向上と後年度負担を含めた経費の縮減

を両立させる検討を行う。【Ａ】 

ヘ 既存の管理実績及び経費実績を基に、今後の植栽管理方針を策定する。【Ａ】 

ホ 大規模修繕に伴う支出見込等を鑑み、施設設備整備引当特定資産の運用方針を適宜見

直し、持続可能な資産の水準を確保する。【Ａ】 

 

（６）日本赤十字九州国際看護大学 

① 理念・目的 

   ア 事業計画に基づき学部・研究科のカリキュラム評価を実施し、教育目的・目標、入学

者受入れの方針(AP) 、卒業認定・学位授与の方針(DP)、カリキュラムの一貫性・適切性

を検証する。【Ａ】 

イ 学園のグラウンドデザインに基づき本学の第４次中長期計画を策定し、教育情報及び

各種方針をホームぺージ上に公開する。【Ａ】  

② 内部質保証 

 ア 2022～2023年度に評価及び修正を行った本学の「内部質保証推進要領」の全学への周

知・運用を進める。また、必要に応じて、内容の検証を行う。【Ａ】                           

イ 本学の「内部質保証に関する方針」に基づき、アセスメントプラン及び諸手続きによ

り、恒常的・継続的に教育の質の保証及び向上に取り組みながら、PDCAサイクルを展開

する。また、その結果を適切に公表する。【Ａ】 

ウ 本学の「内部質保証に関する方針」「三つの方針の策定に関する基本方針」に基づき、

内部質保証推進要領、全学的な体制、AP、DP、教育課程編成・実施の方針(CP)、関連規程

について、その適切性・妥当性を点検・評価し、改善・向上に向けて取り組む。【Ａ】 

エ 本学の内部質保証推進要領の運用にあたり、FD・SDや教職員会議を活用し、全学で内

部質保証に向けた意思統一を図る。【Ａ】 

オ IR室と各種委員会組織が分析したデータ等を、内部質保証（特に教育の質の保証）に

反映されるような運用を検討・実施する。【Ａ】 
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③ 教育研究組織 

 ア 学部・研究科の教育・研究活動、図書館、国際看護実践研究センター、地域連携・教育

センターを有効に機能させるために、関連する各種会議・委員会において活動を検討し

実施する。【Ａ】 

イ 内部質保証体制の継続的な検を行うとともに、2024年度カリキュラムの運営及び大学

院運営を踏まえた教員配置を検討する。【Ａ】 

ウ 年２回の自己点検・評価において、大学の組織運営や活動を検証・評価し、改善に取

り組む。特に分野別認証評価の受審に向け課題を抽出し、対応策を検討する。【Ａ】 

エ 定期的に教育研究組織の点検・評価を実施し、評価結果に基づき改善・向上に向けて

取り組む。【Ａ】 

④ 教育課程・学習成果 

 ア 【学部】DP及び他の２ポリシーを学内外に公表する。また、CPに則した授業科目を開

設し、アセスメントプランに基づき、関連委員会においてカリキュラムの適切性を評価

し、改善する。【Ａ】 

イ 【大学院】DP 及び CPを継続的に公表する。また、修士課程は 2022年度カリキュラム

の形成評価及び総括評価を実施し、新カリキュラム改正に向けた３ポリシーの検討に活

かすとともに、博士課程は共同看護学専攻においてカリキュラム改正に向け、３ポリシ

ーの検討を行う。【Ａ】 

ウ 【学部】柔軟な科目配置及び地域社会と協働しサービス・ラーニングを展開する。ま

た、学則に則り成績評価、単位認定及び学位授与を適切に行う。【Ａ】 

エ 【大学院】学生が効率的・効果的に履修できるよう、研究指導教員による履修指導や

履修モデル及び履修・研究のスケジュールを継続的に提示する。また、学生からの授業

評価に基づき、自己評価を実施し、授業改善を図る。さらに、成績評価や学位授与に関

しては、学位規程等関連する規程に基づき厳正に実施する。【Ａ】 

オ 【学部】学生が学習成果の自己評価及び他者評価を把握し、有効に活用でできるよう、

現行の学生成績等管理システムの課題を分析し、ICT の効果的な活用方法を検討する。

【Ａ】 

カ 【大学院】修士課程は、大学院修了時の能力評価指標の中間評価及び最終評価を継続

的に実施する。【Ａ】 

キ 【学部】アセスメントプランに基づき、関連委員会において教育課程の点検・評価を

行う。その結果を大学運営審議会に報告し、そこでの助言等を踏まえ、改善・向上に向

けた取り組みを行う。【Ａ】 

ク 【大学院】アセスメントプランに基づき、点検・評価を継続する。また、修士課程は、

2022年度カリキュラムの形成評価及び総括評価を行う。さらに、博士課程は、2023年度

に策定したアセスメントプランに基づいた点検・評価を行うとともに、アセスメントプ

ランの評価・改善を行う。併せて、大学の適切な運用に関しては、大学運営審議会によ

る評価及び意見聴取を継続し、運用に活かす。【Ａ】 

ケ 【学部】各学生のポートフォリオとして活用するために、ポータルシステムの機能や
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活用について、検討を継続する。【Ａ】 

コ GPAの活用方法を検討するとともに、授業評価の平準化について検討を継続する。【Ａ】 

サ BOYDを全学的に導入し、効果的な教育及びその評価方法について検討する。【Ａ】 

シ 多様な学習形態の推進に係る FD研修を企画・運営する。【Ａ】 

ス 【大学院】修士課程では、赤十字大学との共同授業を継続する。また、博士課程では、

Zoomを活用した遠隔授業を継続的に実施する。【Ｂ】 

⑤ 学生の受け入れ 

ア 【学部】年度初めに APを、理念や他の方針とともに確認したうえで、様々な媒体機会

を用いて適切に公表する。【Ａ】 

イ 【学部】社会状況、高校に関する情報、地域の大学の受験状況を把握しつつ、学生募

集及び入学者選抜制度の見直しとして、入試形態と募集人員を考慮しつつ計画的に実施

し、そのための運営体制を適切に整備する。また、2023年度指定校の選定、推薦入試の

応募状況、一般選抜（後期）、６大学併願入試等の検証を行い、次なる戦略を検討する。 

【Ａ】 

ウ 【学部】入学者選抜については、詳細に計画をし、ミスのないようチェック体制を整

えるとともに、あらかじめ定めた基準に従い公正に実施・判定を行う。それらについて

は、年度末に第三者の評価を受ける。【Ａ】 

エ 【大学院】APについては、修士課程及び博士課程ともに継続的に公表する。【Ａ】 

オ 【大学院】学生募集体制や入学者選抜制度については、実施内容等を点検・評価を行

う制度や運営体制等の第三者点検を継続的に実施する。また、新設の助産コース内部進

学試験の点検・評価を実施する。【Ａ】 

カ 【学部】入試結果を多角的に分析し、学生の受け入れの適切性について点検・評価す

る。また、その結果を基に、翌年度以降の制度の改善に反映させる。【Ａ】 

キ 【大学院】入学定員及び修士課程の３つのコース・領域ごとの入学者を確保するため

に、広報活動を強化する。【Ｂ】 

ク 【学部】高校や受験対策媒体を通じて様々な入試情報を収集しつつ、検証データを用

いて適切な定員を設定して学生を受け入れる。【Ａ】 

ケ 【学部】入学前補講、学務との連携により、休退学のリスクを抱えた学生の支援に努

め、在籍学生数を収容定員に基づき適正に管理する。【Ａ】 

コ 【大学院】収容定員に対する在籍者数の適正な管理を行う。また、修士課程、博士課

程ともに、在籍期間内で修了できる計画的な指導体制を検討する。【Ｂ】 

サ 【学部】可能となる媒体を見つけ参加・発信する、効果的・効率的な方法を見出す。ま

た、赤十字のイベントを積極的に発信するなかで、学生募集を募りながら広報活動を強

化する。【Ａ】 

シ 【学部】赤十字の支部・病院・施設、近隣高校等との連携強化を図り、情報交換を行い

ながら共同して学生募集に取り組む体制を強化する。【Ａ】 

ス 【大学院】サテライトオフィスを活用した広報及び福岡赤十字病院との共同による広
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報活動を行う。また、多様なコースや大学院入学に向けた受講プログラムの周知を行う。

【Ｂ】 

⑥ 教員・教員組織 

 ア 【学部】2024年度改正カリキュラムに伴う学部の教育体制を整備し、教員を適切に配

置する。【Ａ】 

イ 【大学院】修士課程及び博士課程の教員資格審査を適宜行い、大学院の指導体制を適

切に編制する。【Ａ】 

ウ FDガイドを見直しながら、FD活動を組織的かつ多面的に実施し、教員の資質向上及び

教員組織の改善・向上に取り組む。【Ａ】 

エ 【大学院】大学院修士課程は大学院 FDを企画・運営し、継続的に教員の研究指導能力

の向上を図る。また、博士課程は共同看護学専攻教務委員会において FD の企画を行い、

教員の資質向上を目指す。【Ａ】 

オ 教員組織の適切性について定期的に点検・評価を行い、その結果を基に改善・向上に

向けて取り組む。【Ａ】 

  ⑦ 学生支援 

   ア 【学部】各種ガイダンス等の修学支援の適切な実施をするとともに、国の高等教育の

修学支援制度に関する情報を確実に収集し対応する。また、学内外の多様な経済的支援

に関する情報提供など奨学金制度・特待生制度等の適切な活用を行う。【Ａ】 

イ 【学部】アカデミックアドバイザー制度を通じたきめ細やかな生活支援、キャリア支

援を行う。【Ａ】 

ウ 【大学院】修士課程は大学院学生支援ポリシーに則り、研究指導教員及び研究科教務

委員会、学務課教務係が、博士課程は研究指導教員及び共同看護学専攻教務委員会、学

務課教務係がそれぞれ協働して、きめ細やかな学生支援を実施する。【Ａ】 

エ 【大学院】博士課程は、プレ FD研修会を開催し、キャリア支援を継続する。【Ａ】 

  ⑧ 教育研究等環境 

   ア 「教育研究環境の整備に関する方針」及び「研究推進基本方針」に基づき、学習環境

及び教育研究環境を適切に管理運営する。【Ａ】 

イ 「教員の研究日新設に関する申し合わせ事項」を基づき、FD／SD委員会で教員の研究

日の取得状況を把握し、研究活動の促進を継続する。また、教育研修・研究期間制度の

活用に向けた支援を充実させる。【Ａ】 

ウ 図書館、学術情報サービスを提供するために、電子媒体資料を積極的に購入し、体制

の整備を継続する。【Ａ】 

エ 研究倫理を遵守するための eAPRIN受講や教員の研究日取得の推進等、教育研究活動を

支援する環境や条件を適切に整備し、科学研究費の獲得を目指し教育研究活動の促進を

図る。【Ａ】 

オ 情報ネットワークシステムのリプレイスを行うとともに、全学的な情報セキュリティ

教育の実施、システム整備による事務業務の効率化を進める。また、学外インターネッ
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ト回線の 10Ｇ化を行い、より安定した学習・教育環境の整備を行う。【Ａ】 

カ 教育研究等環境の適切性について定期的に点検・評価を行うとともに、その結果を基

に改善・向上に向けて取り組む。【Ａ】 

  ⑨ 社会連携・社会貢献 

   ア グローバル時代に対応する看護・保健・福祉の教育拠点として、地域社会と連携し教

育研究成果を還元する。【Ａ】 

   イ 地域住民の健康の推進に向けて、近隣地域のニーズを踏まえ、行政機関及び地域コミ

ュニティと連携し、生涯学習を通して地域の活性化を推進する。【Ａ】 

ウ 赤十字施設及び地域の看護・保健・福祉施設と協働しながら、サテライトオフィスを

活用し、教育研究成果を還元する。【Ａ】 

  ⑩ 大学運営・財務 

ア 学園のグランドデザインに基づく大学運営を実現するために必要な体制等を検討して、

必要な整備を進める。【Ａ】 

イ 入試委員会を中心として、学生募集の強化を図る。【Ａ】 

ウ 補助金の確保や資金の多面的・有効な運用に取り組み、安定的な収入を得る。【Ａ】 

エ 引き続きホームページでの情報公開を進めるとともに、キャンパス通信「一碧」でも

情報公開の拡充を図る。【Ａ】 

オ サテライトオフィスを基盤に様々な活動を促進し、各赤十字施設との連携の強化を図

る。【Ａ】 

カ FD／SD委員会を通じて、研究日の積極的な取得を呼びかける。【Ａ】 

キ 大学貢献賞実施規程や大学学部教育賞実施規程に基づき、教職員の教育・研究、社会

貢献活動への志気向上と活性化を図る。また、教育研修・ 研究期間制度の活用を支援す

る。【Ａ】 

ク 教職員会議（月１回開催）を適切に運用し、中期計画の情報共有を図る。【Ａ】 

ケ ストレスチェック結果の適切な活用を図り、ハラスメント防止及び健康管理対策を講

じていく。【Ａ】 

コ 情報ネットワークシステムの更新及び全館空調設備の計画的な更新（３年工期の１年

目）を実施する。【Ａ】 

 

（７）日本赤十字秋田短期大学 

① 理念・目的 

ア 大学の建学の精神と教育理念に基づき制定された入学者 受入れの方針(AP)、教育課程

編成・実施の方針(CP) 及び卒業認定・学位授与の方針(DP)が連関し運用されているかを

検証し、不断なく見直していく。【Ａ】 

イ 全教職員会議において本学の経営状況の報告を行い、教職員の経営意識の醸成、共有

化を図る。【Ａ】 
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ウ 秋田キャンパスのグランドデザインを公表するとともに、地域の関係機関・団体に周

知する。【Ａ】 

② 内部質保証 

 ア 新たな自己点検方式を導入し、点検を行う。【Ａ】 

イ 自己点検・評価シートを作成する。【Ｂ】 

ウ 経営会議は、全学の PDCAサイクルの実施状況を検証し、改善に向け、各委員会等に指

示等を行う。【Ａ】 

エ 内部質保証システム、全学的な体制、AP、CP及び DP、関連規程について、その適切性・

妥当性を点検・評価し、改善・向上に向けて取り組む。【Ａ】 

オ 組織的かつ多面的な FD 及び SD 活動の実施に向けて、教育の質保証に関する全学的な

ニーズを把握し、委員会組織を越えた自由度の高い研修会の共同での開催を推進する。

【Ａ】 

カ 全教職員それぞれが抱える問題点を踏まえ、年度ごとに体系的な FD・SD を実施する。

【Ａ】 

キ SD研修会において、財務や運営、大学改革及び学生確保に向けた方策等大学の経営的

な視点から研修を実施し、持続可能性の観点から本学の教職員が目指すべき方向性を共

有する。【Ａ】 

ク IR推進室は、定期的な IRデータの収集、管理及び分析の依頼に対応する。【Ａ】 

③ 教育研究組織 

 ア 本学の理念・目的に照らして、組織体制の見直しを実施する。【Ａ】 

イ 地域共生センター（仮称）の基本構想の検討を開始する。【Ａ】 

ウ 教学マネジメント会議の運営において、IR情報を活用した教育研究活動の検証をする。

【Ａ】 

エ 教学マネジメント会議の運営において、アセスメントプランを踏まえた DP、CP 及び

APの適切性に係る検証をする。【Ａ】 

オ 教育指導の実践・結果・評価の有機的な展開に向けて、FD・SD研修の評価事業を企画

し、運営する。【Ａ】 

④ 教育課程・学習成果 

 ア 本学の理念・目的を実現するため、体系的・組織的な教育課程の編成を検討する。【Ｂ】 

イ 介護福祉の DX に対応した人材育成の教育の方向性についての基本方針を決定する。

【Ｂ】 

ウ 地域包括ケアの担い手として活躍できる人材育成の教育の方向性についての基本方針

を決定する。【Ｂ】 

エ 看護学科との合同シンポジウムを開催する。【Ａ】 

オ グローバルに活躍できる人材育成の教育の方向性についての基本方針を決定する。【Ｂ】 

カ 赤十字の特色を生かした教育課程編成についての基本方針を決定する。【Ｃ】 
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キ 赤十字関連科目の単位を全て取得し、赤十字教育委員会が定めた活動の参加状況を点

数化し、一定の点数に達した学生を表彰する。【Ｂ】 

ク 国内外の人道危機等に関する講演会を実施する。【Ａ】 

ケ 災害看護学等の科目と連携し、全学的に災害救護訓練を実施する。【Ａ】 

コ 国際活動豊富な講師による講話を聴いたり、レイド・クロス等を用いて赤十字の基本

原則に基づいた行動規範を学ぶ。【Ａ】 

サ 学生がイタリア・スイスを訪問し、赤十字に関連した史跡、ICRCや IFRCの本部をはじ

めとした国際機関等を視察する。【Ｃ】 

シ オーストラリア又は北米で英語の語学研修を実施する。【Ｂ】 

ス 春と冬にキャンプを通して、防災・減災の知識とスキルを学ぶ。【Ａ】 

セ 学生の学習を活性化し、学修者本位の効果的な教育を行うための様々な措置を講じ、

成績評価、単位認定及び学位授与を適切に行う。【Ｂ】 

ソ アクティブラーニング型授業の実施率を維持する。【Ｂ】 

タ アクティブラーニング型授業の成果の検証方法を検討する。【Ｂ】 

チ 基本方針及び学修成果の測定指標を決定する。【Ａ】 

ツ CAP 制や GPA 制度の実施が学習成果の向上に結びついているかの検証方法について具

体的に検討する。【Ｂ】 

テ 基本方針及び学修成果の測定指標を決定する。【Ａ】 

ト 教学マネジメント会議の検討を踏まえた「学習成果の可視化」に関する系統立てた研

修を、引き続き行う。【Ａ】 

ナ 学生自身の学修の振り返りの促進及び授業改善の促進を図るために、教員自身による

授業の達成状況を点検・改善するツールとして導入したティーチング・ポートフォリオ

(TP)を、引き続き活用していく。【Ｂ】 

二 「外部有識者会議」において聴取した意見を、大学運営に反映する仕組み作りに着手

する。【Ａ】 

ヌ 学修者本位の教育の実現に向けて、学生が学習の成果を実感できる仕組みを構築する。

【Ａ】 

ネ 社会人学生に対する教育のあり方についての基本方針を決定する。【Ｂ】 

⑤ 学生の受け入れ 

 ア 本学の理念・目的を実現するため、APを適切に公表する。【Ａ】 

イ 入試選抜制度の体制の点検分析を行う。【Ａ】 

ウ IR分析検証を報告する。【Ａ】 

エ 入学者選抜制度を点検する。【Ａ】 

オ 入学定員に対して、入学者を適正に確保するとともに、在籍学生数を収容定員に基づ

き適正に管理する。【Ｃ】 

カ 広報戦略検討部会の検討内容を整理する。【Ｃ】 
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キ オープンキャンパスを実施する。【Ａ】 

ク 合同説明会に参加する。【Ａ】 

ケ 指定校訪問を実施する。【Ａ】 

コ 高大連携協定対象校を検討する。【Ｂ】 

サ 高大連携協定校との連携事業を実施する。【Ｂ】 

シ 指定校訪問や秋田県内の中学校・高校を対象とした学校見学を実施する。【Ａ】 

ス 高校教諭対象の説明会を実施する。【Ａ】 

セ 中学生・高校生対象の説明会を実施する。【Ａ】 

⑥ 教員・教員組織 

 ア 教員及び事務局職員の配置計画策定作業を開始する。【Ｂ】 

イ 組織的かつ多面的な FD 及び SD 活動の実施に向けて、教育の質保証に関する全学的な

ニーズを把握し、委員会組織を越えた自由度の高い研修会の共同での開催を推進する。

【再掲】【Ａ】 

ウ 全教職員それぞれが抱える問題点を踏まえ、年度ごとに体系的な FD・SD を実施する。

【再掲】【Ａ】 

エ SD研修会において、財務や運営、大学改革及び学生確保に向けた方策等大学の経営的

な視点から研修を実施し、持続可能性の観点から本学の教職員が目指すべき方向性を共

有する。【再掲】【Ａ】 

オ TP作成要領見直しの検討会議を開催する。【Ａ】 

カ TP作成・活用に関する研修を開催する。【Ａ】 

キ TPの作成を推進する。【Ａ】 

ク 教員組織の適切性について定期的に点検・評価を行い、その結果を基に改善・向上に

向けて取り組む。【Ａ】 

  ⑦ 学生支援 

   ア 本学の理念・目的を実現するため、学生支援に関する方針を明示し、修学支援、生活

支援、進路支援等学生支援を適切に行う。【Ａ】 

イ 学修支援の一助として、大学独自の給付型奨学金制度などの導入可否について検討を

開始する。【Ｂ】 

ウ 自主学習支援のあり方についての基本方針を決定する。【Ｂ】 

エ 教育上の合理的配慮を要する学生への支援方法についての基本方針を決定する。【Ｂ】 

オ 学習環境整備（施設・設備、学習・情報資源）と学生支援に関する検証と整備要望の

取りまとめを行う。【Ａ】 

カ 特待生制度の検証方法についての基本方針及び目標達成度の測定指標を決定する。【Ｂ】 

キ 学生生活相談状況調査の実施による実態を把握する。【Ｂ】 

ク 学生生活相談の実施フローを整理する。【Ａ】 
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ケ 入学時早期に学生生活の円滑化を図るための新入生交流会を実施する。【Ａ】 

コ 各種奨学金の情報提供を実施する。【Ａ】 

サ 奨学金に関する総合相談を実施するとともに相談実績を把握する。【Ａ】 

シ 奨学金相談マニュアルを策定する。【Ｂ】 

ス 本学奨学金の貸付を行う。【Ａ】 

セ １年次生対象キャリア支援講座を実施する。【Ａ】 

ソ １年次年度末時点の進路希望調査を実施し、実態を把握する。【Ａ】 

タ 県内介護事業者の合同就職説明会を実施する。【Ａ】 

チ 進路希望調査を定期的に実施し、実態を把握する。【Ａ】 

ツ 秋田県や秋田県社会福祉協議会等主催の就職支援事業の情報提供と参加を呼びかける。

【Ａ】 

テ 『進路のてびき』を用いての就職活動準備講座 (履歴書・面接等)を開催する。【Ａ】 

ト 赤十字関連施設合同就職説明会を実施する。【Ｂ】 

ナ 学友会主催行事の学生全体への参加呼びかけに協力する。【Ａ】 

ニ 学友会の役員候補者選出の呼びかけを行う。【Ａ】 

ヌ 学友会主催行事企画段階での役員会との合同会議を実施する。【Ａ】 

ネ 学友会主催行事実施に係る財政的支援を実施する。【Ａ】 

ノ ボランティア活動等の紹介・調整のための窓口設置を検討する。【Ｂ】 

ハ 課外活動の実態把握のための調査を行う。【Ｂ】 

ヒ 個別課外活動のキャリア活用に資する実績シート等を検討する。【Ｂ】 

フ 同窓会と学部・学科と合同で連携会議を定例的に開催する。【Ａ】 

ヘ 入学時及び卒業時に、学生に対して同窓会案内の機会を提供する。【Ａ】 

ホ ２年次前期に、卒業生を招いての就職・進路ガイダンスを実施する。【Ａ】 

マ 地域の様々な災害等に対する学生ボランティア活動を行うために赤十字防災ボランテ

ィア・ステーションを運営する。【Ａ】 

ミ 教職員が日本赤十字社が実施する救急法救急員の研修を受講する際の費用を補助する。

【Ｂ】 

  ⑧ 教育研究等環境 

   ア 本学の理念・目的を実現し、学生の学習及び教員による教育研究活動を十分に行うこ

とができるよう、教育研究等環境の整備に関する方針を策定・明示する。【Ａ】 

イ 外部資金獲得支援に係る研修会（動画講座、オンライン研修)を開催するとともに、科

研費申請レビューを支援する。【Ａ】 

ウ 教員に研究助成の公募について周知するとともに、研究助成応募へのインセンティブ

について検討する。【Ｂ】 

エ よろずカフェを開催する。【Ａ】 
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オ 紀要の発刊、投稿数の増加に向けたニーズ調査を行う。【Ｂ】 

カ 教育研究環境に関する整備計画を策定する。【Ａ】 

キ 防災訓練や安否確認訓練を行う。【Ａ】 

ク 各種管理マニュアルを点検し、必要な改正を行う。【Ａ】 

ケ 学習環境整備（施設・設備、学習・情報資源）と学生支援に関する検証と整備要望の

取りまとめを行う。【再掲】【Ａ】 

コ 図書館、学術情報サービスを提供するための体制を整備し、教育研究活動の促進を図

る。【Ａ】 

サ 著作権利用に関する研修会を開催する。【Ｂ】 

シ 研究不正防止に関する研修会を開催する。【Ａ】 

ス 研究倫理教育を行う。【Ａ】 

セ 個人研究費等の執行手続きの見直しを実施する。【Ｂ】 

ソ 学内各種提供サービスの実態を把握する。【Ｂ】 

タ 新たにインシデント個別対応マニュアル作成にあたり、本学の既存の CSIRT との整合

性を整理する。【Ｂ】 

チ 現在、学内で運用しているシステムの状態を把握する。【Ｂ】 

ツ 教職員向け情報セキュリティ研修会を開催する。【Ａ】 

テ 経営会議は、教育研究等環境の適切性について定期的に点検・評価を行うとともに、

その結果を基に改善・向上に向けて取り組みを関係委員会に指示する。【Ａ】 

  ⑨ 社会連携・社会貢献 

   ア 本学の理念・目的を実現するため、社会連携・社会貢献に関する方針を策定し明示す

る。【Ａ】 

イ 高等教育セミナーを実施する。【Ａ】 

ウ 単位互換授業を実施する。【Ｂ】 

エ 高大連携協定締結校に対する授業を行う。【Ｂ】 

オ 秋田赤十字病院研究班への指導・助言(５～12月)を行うとともに、研究支援に関する

病院側のニーズを調査する。【Ａ】 

カ 地域課題に研究に関するニーズ調査を行う（研究手法に関する勉強会・プロジェクト

編成・研究スキルなど等）。【Ｂ】 

キ 地域医療や防災等に関する公開講座を開催する。【Ａ】 

ク 地域課題に関し、ニーズ把握や学外団体との連携を図る。【Ｂ】 

ケ 秋田県内の赤十字施設と協力して、子どもたちが各施設の職業を体験する。【Ａ】 

コ 秋田県内の企業・自治体等と連携し、防災に関するフェス実施の準備をする。【Ａ】 

サ 行政機関等との連携事業（受託事業、共同研究等）を行う。【Ａ】 

シ 要望に応じて、学内施設やグラウンド等を積極的に開放し、地域との連携強化に努め
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る。【Ａ】 

ス 教員の専門分野の知見を活かし、自治体の外部委員や各種団体等の委員や講師として

積極的に教員を派遣する。【Ａ】 

セ 行政機関、各種団体及び企業との連携を積極的に進め、連携協定を締結する。【Ａ】 

ソ 県内の中学校・高校へ出前授業の案内を通知する。【Ａ】 

  ⑩ 大学運営・財務 

ア 本学の理念・目的を実現し、大学の機能を円滑かつ十分に発揮するため、大学の運営

に関わる方針を明確にする。【Ａ】 

イ 私立大学等改革総合支援事業の各項目について自己採点を踏まえ、対応方針を決定し、

関係する委員会等に指示する。【Ａ】 

ウ 大学の名称変更に伴い、プロジェクト計画を策定し、関係機関及び社会への周知及び

関係事業等を実施する。【Ａ】 

エ 「付随事業」の見直しを実施する。【Ｂ】 

オ 寄付を受け付ける。【Ｃ】 

カ 受託事業を受け入れる。【Ｃ】 

キ 大学のガバナンス・コードを点検・評価し、 結果を公表する。【Ａ】 

ク 日本赤十字社秋田県支部との人事交流を実施するとともに、日本赤十字社及び日本赤

十字学園主催の研修に教職員を派遣する。【Ａ】 

ケ 大学・短大の組織体制を見直す。【Ａ】 

コ 全教職員会議において本学の経営状況の報告を行い、教職員の経営意識の醸成、共有

化を図る。【再掲】【Ａ】 

サ ハラスメント防止対策に関する意識の啓発・向上を図るため、全教職員対象の研修会

を開催する。【Ａ】 

シ 事務職員の時間外労働の削減に努める。【Ａ】 

ス 教職員の年次有給休暇取得日数の向上に努める。【Ａ】 

セ 施設・大型設備にかかる整備計画を策定する。【Ａ】 

ソ 省エネルギー・再生可能エネルギーに配慮した設備更新を行う。【Ｂ】 

 

 

 


